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アンケート
分　析

■　調査の概要
（1）調査名称：「生活者の“企業観”に関するアンケート」
（2）調査対象：財団法人　経済広報センターに登録している社会広聴会員4,930名
（3）調査方法：郵送またはインターネットによる回答選択方式および自由記述方式
（4）調査期間：2003年11月19日～12月3日
（5）有効回答：3,618名（73.4%）

女性 60.6% 男性 39.3%

無回答 0.1% 今
回
は
、
1
9
9
7
年
以
来
、

通
算
7
回
目
と
な
る
「
生
活
者
の

企
業
観
」
を
テ
ー
マ
に
、
11
月
19

日
〜
12
月
3
日
に
調
査
を
実
施
し

た
。
有
効
回
答
者
数
は
3
6
1
8

名
（
73
・
4
％
）
だ
っ
た
。

企
業
に
対
す
る
信
頼
感
が
こ
の

1
年
で
ど
う
変
化
し
た
か
、
企
業

が
社
会
的
信
頼
を
維
持
・
向
上
さ

せ
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
何
か

な
ど
を
聞
い
た
。
ま
た
、
不
祥
事

が
発
生
し
た
際
の
企
業
の
対
応
に

つ
い
て
の
評
価
や
マ
ス
コ
ミ
報
道

の
あ
り
方
、
さ
ら
に
自
分
の
勤
務

先
が
不
祥
事
を
起
こ
す
可
能
性
に

つ
い
て
、
ど
の
程
度
不
安
に
感
じ

て
い
る
か
も
調
査
し
た
。

調
査
を
通
じ
て
、「
企
業
が
社
会

的
役
割
・
責
任
を
果
た
し
て
い
る
」

と
の
回
答
が
4
年
ぶ
り
に
50
％
を

超
え
た
。
企
業
に
求
め
る
こ
と
と

し
て
「
本
業
に
徹
す
る
」、「
企
業

倫
理
の
確
立
・
順
守
」、「
経
営
の

透
明
性
と
情
報
公
開
」
な
ど
が
、

昨
年
同
様
上
位
に
あ
が
っ
た
。
ま

た
、
自
分
の
勤
務
先
が
不
祥
事
を

起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
回
答
者
の
約
半
数
が
不
安

を
感
じ
て
い
る
な
ど
、
昨
今
の
不

祥
事
を
他
人
事
で
は
な
い
と
と
ら

え
て
い
る
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

性別

20歳代以下 �
4.7％�

40歳代�
29.5％�

50歳代�
19.1％�

30歳代�
19.6％�

無回答�
0.1％�

60歳代以上�
27.0％�

世代別

会社員�
30.5%

無回答 0.1％�

自営業 3.6％�
自由業 3.0％�パートタイム・アルバイト�

14.2%

無職 11.3％ 

専業主婦（夫）�
21.9%

その他 4.4%
学生 1.4%

団体職員 2.5％ 

団体役員1.3％ 

公務員 2.7％ 

会社役員 3.1％ 

職業別

第7回「生活者の“企業観”に関するアンケート」集計結果

社会広聴会員アンケート

企業の信頼度低下に歯止め
「企業が社会的役割・責任を果たしている」が4年ぶりに50％を超える

第7回「生活者の“企業観”に関するアンケート」集計結果

社会広聴会員アンケート

企
業
の
社
会
的
役
割
・
責
任
と
い
わ

れ
る
11
項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

重
要
度
を
聞
い
た
。

「
非
常
に
重
要
で
あ
る
」
と
い
う
回
答

が
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
本
業
に
徹
す

る
」（
優
れ
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
技
術

な
ど
を
よ
り
安
く
提
供
、
安
全
・
安
心

の
確
保
）
で
、
7
年
連
続
ト
ッ
プ

（
84
・
1
％
）
を
占
め
た
。
以
下
、「
不

測
の
事
態
が
発
生
し
た
際
の
的
確
な
情

報
発
信
な
ど
の
危
機
管
理
」
（
63
・

2
％
）、「
社
会
倫
理
に
則
っ
た
企
業
倫

理
の
確
立
・
順
守
」（
57
・
0
％
）、「
経

営
の
透
明
性
と
情
報
公
開
」（
47
・
2
％
）

と
続
い
た
。
第
5
回
調
査
以
前
は
「
環

境
保
護
な
ど
へ
の
取
り
組
み
」
を
重
視

す
る
回
答
が
続
い
た
が
、
前
回
調
査
か

ら
こ
う
し
た
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
生

活
者
の
意
識
が
こ
こ
1
〜
2
年
、
変
化

し
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

企
業
の
社
会
的
役
割
・
責
任
と
い
わ
れ

る
11
項
目
に
つ
い
て
、
企
業
が
そ
の
責
任

を
ど
の
程
度
果
た
し
て
い
る
か
を
評
価
し

て
も
ら
っ
た
。

今
回
の
結
果
の
特
徴
は
、
責
任
を
「
果

た
し
て
い
る
」
（
十
分
に
果
た
し
て
い

る
＋
ほ
ぼ
十
分
に
果
た
し
て
い
る
＋
あ
る

程
度
果
た
し
て
い
る
）
と
評
価
す
る
人
が
、

50
％
を
超
え
た
こ
と
で
あ
る
。
昨
年
に
比

べ
て
9
・
2
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ

た
。
2
0
0
0
年
以
降
、「
不
十
分
で
あ

る
」
と
評
価
す
る
割
合
が
「
果
た
し
て
い

る
」
と
評
価
す
る
割
合
よ
り
多
か
っ
た
が
、

実
に
4
年
ぶ
り
に
逆
転
し
た
。

世
代
別
で
前
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、

「
果
た
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
人
の
割

合
は
、
全
世
代
で
増
加
し
て
い
る
。
特
に

30
歳
代
で
11
・
8
ポ
イ
ン
ト
増
、
60
歳
代

以
上
で
11
・
4
ポ
イ
ン
ト
増
と
大
幅
に
伸

び
て
い
る
。

0 20 40 60 80 100%

本業に徹する（優れた商品をより�
安く提供、安全・安心の確保）�
�

技術と研究の開発�

地域社会との共生�

メセナや社会貢献�

経営の透明性と情報公開�
�

企業倫理の確立･順守�

危機管理�

省資源・省エネや環境保護�

株価の向上と安定配当�

利益の確保と納税�

雇用の維持･創出�

非常に重要�
�

重要�
�

重要ではない�
�わからない�

無回答�

84.1 14.0 0.2�
�
1.2

14.5�
�

70.2 7.1�
�

5.8 2.4�
�

27.9 65.2 2.8 1.8 2.3�
�

37.4�
�

55.5�
�

3.4 1.4�
�
2.3

33.1�
�

57.8�
�

3.5�
�

3.2�
�
2.4�
�

46.2�
�

49.7�
�

1.0�
�

0.5�
�
2.6�
�

20.7�
�

68.9�
�

4.3�
�

3.7�
�
2.4�
�

5.7�
�

60.9�
�

21.0�
�

10.0�
�
2.4�
�

47.2�
�

45.5�
�

2.8�
�

2.2�
�
2.3�
�

57.0�
�

36.4�
�

1.5�
�

2.9�
�
2.2�
�

63.2�
�

32.7�
�

0.6�
�

1.1�
�
2.5�
�

0.6

0 20 40 60 80％�

57.9
56.1

58.9
47.1

56.0
48.4

54.3
45.9

59.3
47.9

20歳代以下�

30歳代�

40歳代�

50歳代�

60歳代以上�

今回調査�
（2003年）�
前回調査�
（2002年）�

企
業
の
社
会
的
役
割
・
責
任
の

重
要
度

1
―
危
機
発
生
時
の
対
応
や
企
業
倫
理
の

確
立
な
ど
に
高
い
関
心
―

企
業
の
社
会
的
役
割
・
責
任
に

対
す
る
評
価

2
―
責
任
を
「
果
た
し
て
い
る
」
が
4
年

ぶ
り
に
50
％
を
超
え
る
―

十分に果たしている�
0.2％�

かなり不十分�
である�
11.0％�

全く不十分である�
0.9％�

無回答�
0.4％�

ほぼ十分に�
果たしている�
5.4％�

ある程度�
果たしている�
51.5％�

やや不十分である�
30.5％�

世代別比較

～企業の社会的役割・責任の重要度～

～企業の社会的役割・責任に対する評価～

全体

～責任を果たしている（十分+ほぼ十分+ある程度）
と回答した人の割合～
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企
業
に
対
す
る
信
頼
感
が
、
こ
の
1
年

間
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
聞
い
た
。

前
回
の
調
査
に
比
べ
る
と
、「
低
く
な

っ
た
」
が
24
・
9
ポ
イ
ン
ト
減
り
、
そ
の

分
「
特
に
変
化
し
て
い
な
い
」
が
21
・
6

ポ
イ
ン
ト
、「
高
く
な
っ
た
」
が
3
・
3

ポ
イ
ン
ト
増
え
る
な
ど
、
企
業
に
対
す
る

信
頼
度
低
下
に
は
歯
止
め
が
か
か
っ
た
。

今
後
、
企
業
が
信
頼
を
維
持
・
向
上
さ

せ
て
い
く
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
何
か
を

聞
い
た
。

第
1
位
は
「
本
業
に
徹
す
る
」
で
75
・

5
％
。
次
い
で
「
社
会
倫
理
に
則
っ
た
企

業
倫
理
の
確
立
・
順
守
」（
43
・
8
％
）、

「
経
営
の
透
明
性
と
情
報
公
開
」（
37
・

5
％
）
で
あ
っ
た
。

就
業
者
と
そ
れ
以
外
の
回
答
を
比
較
す

る
と
、
ト
ッ
プ
の
「
本
業
に
徹
す
る
」
は
、

就
業
者
以
外
の
方
が
重
視
し
て
お
り
、
就

業
者
を
6
・
9
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。

一
方
、
第
2
位
の
「
企
業
倫
理
の
確

立
・
順
守
」、
第
3
位
の
「
経
営
の
透
明

性
と
情
報
公
開
」
で
は
、
就
業
者
の
方
が

就
業
者
以
外
よ
り
も
重
要
と
考
え
る
傾
向

に
あ
っ
た
。

企
業
経
営
で
、
今
後
さ
ら
に
重
視
し
て

い
く
べ
き
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
何
か
を

聞
い
た
。

「
最
終
消
費
者
（
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
）」

が
最
も
多
く
90
％
、「
従
業
員
」（
81
・

6
％
）、「
地
域
社
会
」（
51
・
1
％
）
が

続
い
た
。

前
回
調
査
と
比
較
し
て
大
き
な
変
化
は

な
い
も
の
の
、「
従
業
員
」
の
割
合
が
若

干
増
加
し
、「
機
関
投
資
家
」
や
「
金
融

機
関
」
が
減
少
し
た
。

企
業
に
対
す
る
信
頼
感

3
―
「
低
く
な
っ
た
」
が
大
幅
に
減
少
し
、
企
業

に
対
す
る
信
頼
度
低
下
に
歯
止
め
が
か
か
る
―

高くなった�
7.4％�
�

特に変化していない�
77.5％�
�

低くなった�
14.6％�
�

無回答�
0.6％�
�

低くなった�
2002年調査　39.5％�
2001年調査　29.0％�
2000年調査　42.4％�
�
�

特に変化していない�
2002年調査　55.8％�
2001年調査　65.0％�
2000年調査　51.7％�
�
�

高くなった�
2002年調査　4.1％�
2001年調査　5.0％�
2000年調査　5.5％�
�
�

企
業
の
信
頼
の
維
持
・

向
上
に
重
要
な
も
の

4―
「
本
業
に
徹
す
る
」
が
75
・
5
％
で

ト
ッ
プ
―

本業に徹する（優れた商品をよ�
り安く提供、安全・安心の確保）�

株価の向上と安定配当�

利益の確保と納税�

雇用の維持･創出�

技術と研究の開発�

省資源・省エネや環境保護�

地域社会との共生�

メセナや社会貢献�

経営の透明性と情報公開�

企業倫理の確立･順守�

危機管理�

�
0 20 40 60 80%

75.5�
72.8�

79.7�
�
7.5�
8.2�
6.3�

�
11.6�
11.2�
12.3�

�
28.6�
27.9�
29.5�
�

17.0�
16.5�
17.9�

�
26.5�
24.9�
29.0�

�
10.6�
10.8�
10.4�

�
2.4�
2.5�
2.3�
�

37.5�
40.1�

33.6�
�

43.8�
47.2�

38.6�
�

36.6�
35.6�
38.2

全体�
就業者�
就業者以外�

�

企
業
経
営
で
重
視
す
べ
き

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

5
―
最
終
消
費
者
が
9
割
、
次
い
で
従
業
員

が
8
割
―

0 20 40 60 80 100％�

35.5�
37.6�

32.3�
�

81.6�
81.6�
81.7�

�
15.7�
15.8�
15.5�
�

3.9�
4.4�
3.2�
�
4.8�
3.4�
6.9�

�
51.1�

47.8�
56.4�

�
90.0�
90.0�
90.2�

�
1.7�
1.7�
1.7

ビジネスユーザー�
（取引先など）�

従業員�

個人株主�

機関投資家�

金融機関�

地域社会�

その他�

最終消費者�
（エンドユーザー）�

全体�
就業者�
就業者以外�

前回調査�
（全体）�

34.7�

78.2�

17.4�

4.7�

7.6�

49.8�

91.0�

2.3

全　体

全　体

～企業に対する信頼感～
全体

～企業の信頼の維持・向上に重要なもの～

～企業経営で重視すべきステークホルダー～

企
業
の
情
報
公
開
の
質
と
量
に
つ
い
て

聞
い
た
。

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
十
分
で
あ
る
」

（
55
・
1
％
）
と
「
不
十
分
で
あ
る
」

（
16
・
9
％
）
を
合
わ
せ
る
と
、
72
％
が

「
不
十
分
」
と
感
じ
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ

企
業
の
情
報
公
開
に
対
し
て
不
満
が
強
い

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

世
代
別
に
見
る
と
、
50
歳
代
ま
で
は
世

代
が
上
が
る
に
つ
れ
、「
十
分
で
あ
る
」

（
十
分
＋
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
十
分
）
と

感
じ
る
割
合
が
減
少
し
て
い
る
。
20
歳
代

以
下
で
は
、「
十
分
で
あ
る
」
と
い
う
回

答
が
31
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
50
歳
代
で

は
14
・
9
％
と
な
る
な
ど
、
実
に
16
・
1

ポ
イ
ン
ト
も
の
開
き
が
出
た
。

前
問
に
お
い
て
、

企
業
の
情
報
公
開
が

「
不
十
分
」
と
回
答
し

た
人
に
、「
十
分
で
な

い
」
情
報
は
何
か
を

聞
い
た
。

最
も
多
か
っ
た
の

は
「
不
良
品
や
不
祥

事
な
ど
に
関
す
る
情

報
」
で
、
50
％
を
超

え
た
。
次
い
で
「
企

業
の
社
会
的
責
任
に

関
す
る
方
針
・
行
動
指
針
に
関
す
る
情

報
」
が
33
・
3
％
と
な
っ
た
。

不
十
分
と
さ
れ
た
情
報
で
、
25
％
を
超

え
た
の
は
「
財
務
内
容
に
関
す
る
情
報
」

（
28
・
5
％
）、「
消
費
者
の
保
護
・
啓
発

活
動
に
関
す
る
情
報
」
（
26
・
8
％
）
、

「
社
長
を
は
じ
め
と
す
る
経
営
者
の
発
言

や
行
動
に
関
す
る
情
報
」（
25
・
6
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

企
業
も
こ
の
よ
う
な
情
報
を
積
極
的
に

社
会
に
向
け
て
発
信
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
情
報
は
受
信
さ

れ
て
は
じ
め
て
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ

る
。
発
信
す
る
側
と
受
信
す
る
側
が
い
か

に
上
手
に
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
行
う
か

（
誰
に
ど
ん
な
情
報
を
ど
の
よ
う
な
形
で

届
け
る
の
か
）、
今
後
の
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

不
祥
事
が
発
生
し
た
後
の
企
業
の
対
応

を
ど
う
評
価
す
る
か
を
聞
い
た
。

約
70
％
が
「
対
応
で
き
て
い
な
い
」
と

回
答
し
て
お
り
、
不
祥
事
発
生
時
の
企
業

の
対
応
は
全
般
的
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い

と
い
え
る
。

回
答
の
内
訳
を
見
る
と
、「
全
く
不
十

分
」
が
6
・
0
％
、「
か
な
り
不
十
分
」

が
28
・
8
％
で
あ
っ
た
。
な
ん
と
な
く

「
不
十
分
」
だ
と
感
じ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
は
っ
き
り
と
「
不
十
分
」
だ
と
し
て

い
る
層
が
3
割
を
超
え
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

十分である�
0.6％�

どちらかといえば�
十分である�

18.6％�

どちらかといえば�
不十分である�

55.1％�

不十分である�
16.9％�

わからない�
8.5％�

無回答�
0.3％�

0 10 20 30 40 50 60%

22.1�

25.6�

21.5�

9.6�

8.1�

28.5�

12.9�

10.2�

10.6�

9.5�

26.8�

12.3�

33.3�

1.7�

53.4

�

企業の理念・ビジョンの情報�

経営者の発言や行動の情報�

企業の経営戦略や事業展開の情報�

新製品の発表など商品・サービスの情報�

技術開発の情報�

財務内容の情報�

連結対象子会社など企業グループ全体の情報�

支店・店舗・工場の情報�

従業員の待遇や福祉の情報�

女性・障害者・外国人の雇用や待遇の情報�

消費者の保護・啓発活動の情報�

環境保護活動の情報�

社会的責任に関する方針・行動指針の情報�

メセナ、社会貢献活動の情報�

不良品や不祥事などの情報�

0 20 40 60 80 100%

20歳代以下�

30歳代�

40歳代�

50歳代�

60歳代以上�

1.2

29.8 40.4 15.2 12.9 0.6
0.8

20.7 51.8 14.7 12.0 0.0
0.4

18.1 55.7 15.6 10.0 0.2

0.6

14.3 55.5 22.0 7.4 0.1
0.6

18.6 59.1 16.6 4.3 0.7

十分�
どちらかといえば十分�
どちらかといえば不十分�
�

不十分�
わからない�
無回答�

企
業
情
報
の
う
ち

「
十
分
で
な
い
」
情
報

7
―
「
不
良
品
や
不
祥
事
な
ど
に
関
す
る

情
報
」
が
50
％
を
超
え
、
第
1
位
―

不
祥
事
発
生
時
の

企
業
の
対
応

8
―
約
70
％
が
「
対
応
で
き
て
い
な
い
」

と
回
答
―十分�

0.3％�
ほぼ十分�
2.7％�

ある程度�
24.7％�

やや不十分�
35.1％�

かなり不十分�
28.8％�

全く不十分�
6.0％�

わからない�
2.0％�

無回答�
0.3％�

対応できていない�
（やや不十分＋かなり不十分＋全く不十分）�

69.9％�

対応できている�
（十分＋ほぼ十分＋ある程度）�

27.7％�

�

世代別比較

全　体

全　体

～企業の情報公開に対する評価～

企
業
の
情
報
公
開
に

対
す
る
評
価

6
―
全
体
の
72
％
が
「
不
十
分
」
と
感
じ
て

い
る
―

～企業の情報公開に対する評価～

～企業情報のうち「十分でない」情報～

～不祥事発生時の企業の対応～

全　体
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企
業
の
不
祥
事
が
発
生
し
た
際
の
マ
ス

コ
ミ
報
道
に
つ
い
て
、
ど
う
感
じ
る
か
を

聞
い
た
。

「
長
期
的
な
観
点
か
ら
事
件
後
に
じ
っ

く
り
と
検
証
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
回
答

が
全
体
の
5
割
を
超
え
た
。

就
業
者
と
就
業
者
以
外
で
の
回
答
の
傾

向
を
見
て
み
る
と
、
就
業
者
は
「
や
や
行

き
過
ぎ
」（
31
・
9
％
）
と
感
じ
て
い
る

人
も
多
い
。
一
方
、
就
業
者
以
外
は
「
ど

ん
ど
ん
報
道
し
て
ほ
し
い
」（
23
・
0
％
）

と
回
答
し
た
人
が
、
就
業
者
に
比
べ
て

6
・
4
ポ
イ
ン
ト
多
く
、
報
道
に
対
す
る

考
え
の
違
い
が
鮮
明
に
な
っ
た
。

自
分
が
勤
務
し
て
い
る
組
織
に
対
す
る

信
頼
度
に
つ
い
て
聞
い
た
。

全
体
で
は「
全
般
的
に
信
頼
し
て
い
る
」

が
10
％
、「
お
お
む
ね
信
頼
し
て
い
る
」

が
60
・
9
％
と
、
約
70
％
が
「
信
頼
し
て

い
る
」
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。

世
代
別
で
は
、
40
歳
代
以
上
で
「
信
頼

し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
割
合
が
高
く
、

30
歳
代
以
下
の
若
い
世
代
ほ
ど
「
信
頼
し

て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。

具
体
的
に
見
て
み
る
と
、「
信
頼
し
て

い
る
」
と
い
う
回
答
が
最
も
多
か
っ
た
60

歳
代
以
上
（
78
・
8
％
）
と
最
も
低
か
っ

た
30
歳
代
（
62
・
7
％
）
で
は
16
・
1
ポ

イ
ン
ト
の
差
が
、「
信
頼
し
て
い
な
い
」

と
い
う
回
答
が
最
も
多
か
っ
た
30
歳
代

（
32
・
4
％
）
と
最
も
低
か
っ
た
60
歳
代

以
上
（
16
・
3
％
）
で
は
、
16
・
1
ポ
イ

ン
ト
の
差
が
あ
っ
た
。

自
分
が
勤
務
し
て
い
る
組
織
が
不
祥
事

を
起
こ
す
可
能
性
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度

不
安
を
感
じ
て
い
る
か
を
聞
い
た
。

「
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
」
と
回

答
し
た
の
は
、
実
に
全
体
の
53
・
5
％
で

半
数
を
超
え
た
。

世
代
別
で
比
較
す
る
と
、
40
歳
代
、
50

歳
代
で
「
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
」

と
回
答
し
た
割
合
が
高
く
、
60
歳
代
以
上

企
業
の
不
祥
事
発
生
時
の

マ
ス
コ
ミ
報
道
に
つ
い
て

9
―
「
長
期
的
な
観
点
で
じ
っ
く
り
検
証
を
」
が

約
半
数
―

自
分
の
勤
務
す
る
組
織
へ
の

信
頼
度

10―
70
％
が
「
信
頼
し
て
い
る
」
、
世
代

が
高
い
ほ
ど
信
頼
度
が
高
い
―

0 20 40 60 80％�

6.5�
8.4�
7.9�
13.4�
15.0�

�
57.6�
54.3�

64.0�
62.9�
63.8�

�
27.2�
27.2�

22.6�
18.7�

15.0�
�
4.3�
5.2�
2.0�
2.4�
1.3�
�
3.3�
3.0�
1.6�
1.2�
1.3�
�
1.1�
1.9�
1.8�
1.5�
3.8

全般的に信頼�

している�

�

おおむね信頼�

している�

あまり信頼して�

いない�

�

全く信頼して�

いない�

�

わからない�

無回答�

20歳代以下�

30歳代�

40歳代�

50歳代�

60歳代以上�

0 20 40 60 80 100%

全体�

就業者�

就業者以外�

19.1 27.8 50.3 0.4

16.6 31.9 2.6 48.5 0.3

23.0 21.3 2.1 52.9 0.6

どんどん報道してほしい�
やや行き過ぎ�

ちょうど良い�

�

無回答�

長期的な観点から事件後に�
じっくりと検証してほしい�

2.4

自
分
の
勤
務
す
る
組
織
が
不
祥
事

を
起
こ
す
可
能
性
に
つ
い
て

11
―
半
数
以
上
の
人
が
「
不
安
を
感
じ

る
こ
と
が
あ
る
」
―不安を感じる�

ことがある�
53.5％�不安を感じる�

ことはない�
27.9％�

わからない�
16.2％�

無回答�
2.3％�

全般的に信頼している�
10.0％�
�

おおむね信頼している�
60.9％�
�

あまり信頼�
していない�
22.3％�
�

全く信頼していない�
3.0％�
�

無回答�
1.9％�
�わからない�

1.9％�
�

全　体

～企業の不祥事発生時のマスコミ報道について～

～自分の勤務する組織への信頼度～世代別比較

～自分の勤務する組織への信頼度～

全　体

～自分の勤務する組織が不祥事を起こす可能性について～

全　体

2
％
が
「
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
。

職
業
別
に
見
る
と
、
団
体
職
員
、
団
体

役
員
、
公
務
員
で
「
対
策
を
と
っ
て
い
な

い
」
と
回
答
し
た
人
が
3
割
を
超
え
、
会

社
員
と
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
差
が
生
じ
た

の
が
特
徴
で
あ
る
。

（
文
責
　
専
門
研
究
員
　
山
田
俊
彦
）

問
11
に
お
い
て
、
自
分
が
所
属
す
る
組

織
が
不
祥
事
を
起
こ
す
可
能
性
に
つ
い
て

「
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答

し
た
人
に
、
所
属
す
る
組
織
が
対
策
を
講

じ
て
い
る
と
思
う
か
を
聞
い
た
。

全
体
と
し
て
は
約
6
割
が
「
対
策
を
と

っ
て
い
る
」
と
回
答
。
世
代
が
上
が
る
に

つ
れ
て
、「
対
策
を
と
っ
て
い
る
」
と
回

答
し
た
人
の
割
合
が
増
加
す
る
傾
向
が
見

ら
れ
、
50
歳
代
で
は
実
に
64
・
0
％
を
占

め
た
。
ま
た
、
20
歳
代
以
下
で
は
30
・

全
体
と
し
て
は
、「
社
員
・
従
業
員
の

非
道
徳
的
・
反
社
会
的
な
行
動
」
が
45
・

4
％
で
ト
ッ
プ
。
以
下
、「
ト
ラ
ブ
ル
自

体
の
隠
ぺ
い
」（
37
・
6
％
）、「
欠
陥
商

品
な
ど
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
不
備
」

（
32
・
0
％
）、「
工
場
な
ど
で
の
事
故
や

火
災
」（
21
・
5
％
）
と
続
く
。

50
歳
代
で
は
「
ト
ラ
ブ
ル
自
体
の
隠
ぺ

い
」
が
ト
ッ
プ
に
来
る
な
ど
、
世
代
ご
と

に
不
安
に
感
じ
る
項
目
の
順
位
に
違
い
が

表
れ
た
。

で
は
、
他
世
代
と
比
べ
て
「
不
安
を
感
じ

る
こ
と
は
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
ま

た
、
20
歳
代
以
下
、
30
歳
代
で
は
「
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
回
答
も
多
か
っ
た
。

前
問
に
お
い
て
、
自
分
が
所
属
す
る
組

織
が
不
祥
事
を
起
こ
す
可
能
性
に
つ
い
て

「
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答

し
た
人
に
、
ど
の
よ
う
な
不
安
を
感
じ
て

い
る
か
を
聞
い
た
。

0 20 40 60 80 100％�

会社員�

会社役員�

団体職員�

団体役員�

公務員�

62.1 17.9 18.1 1.8

75.0 13.5 9.6 1.9

40.4 31.9％� 25.5 2.1

57.9 31.6 10.5 0.0

35.7 30.4 30.4 3.6

対策をとっている� 対策をとっていない�わからない�無回答�

不
安
に
感
じ
て
い
る

「
不
祥
事
」
の
内
容

12
―
「
社
員
の
非
道
徳
的
・
反
社
会
的
な
行
動
」
が

第
1
位
、
次
い
で
「
ト
ラ
ブ
ル
の
隠
ぺ
い
」
―

不
安
と
感
じ
る
こ
と
へ
の

対
策
は
あ
る
か

13
―
会
社
員
、
会
社
役
員
、
団
体
職
員
、
団
体

役
員
、
公
務
員
で
認
識
に
大
き
な
差
―

0 20 40 60 80 100％�

全体�

20歳代以下�

30歳代�

40歳代�

50歳代�

60歳代以上�

59.7 19.7 18.7 1.9

51.2 14.0 30.2 4.7

54.9 21.7 21.7 1.6

61.3 20.8 17.2 0.7

64.0 16.8 17.3 2.0

59.7 22.2 12.5 5.6

対策をとっている� 対策をとっていない�わからない�無回答�

全体�

20歳代以下�

30歳代�

40歳代�

50歳代�

60歳代以上�

0 10 20 30 40 50%

21.5�
18.6�
22.8�

19.4�
22.3�
26.4�
�

45.4�
39.5�

46.7�
47.0�

41.6�
48.6�

�
32.0�
32.6�
32.1�

29.0�
34.0�
37.5�

�
5.8�
9.3�

6.0�
4.3�
7.1�
5.6�
�

13.5�
14.0�
12.5�
12.5�
15.2�
13.9�
�
11.1�

18.6�
8.2�
11.1�
10.7�
15.3�

�
37.6�

27.9�
35.3�
38.7�
42.1�

33.3�
�

11.5�
9.3�
11.4�
15.1�

8.1�
8.3

工場などでの事故や�

火災�

社員・従業員の非道徳�

的・反社会的な行動�

欠陥商品など製品・�

サービスの不備�

脱税、所得隠し、粉飾決算�

など会計上の不正行為�

談合、贈賄、利益供与�

など不正な取引�

虚偽表示や虚偽報告�

トラブル自体の隠ぺい�

その他�

不安を感じる�
ことがある�

不安を感じる�
ことはない�

わからない�

無回答�

20歳代以下�
30歳代�
40歳代�
50歳代�
60歳代以上�

0 10 20 30 40 50 60 70％�

46.7�
50.0�

56.8�
58.5�

45.0�
�

26.1�
25.8�
23.8�

30.9�
40.6�
�

23.9�
22.0�

17.1�
8.9�
10.6�
�

3.3�
2.2�
2.2�
1.8�
3.8

世代別比較

全　体職業別比較

～自分の勤務する組織が不祥事を超こす可能性について～

～不安に感じている「不祥事」の内容～

～不安に感じることへの対策はあるか～
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│
今
回
の
企
業
観
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
ご
覧
に
な
っ
て
、
全
体
的
に
ど
の
よ

う
な
印
象
を
お
持
ち
に
な
り
ま
し
た
か
。

森

企
業
の
信
頼
度
低
下
に
歯
止
め
が
か

か
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
90
年
代

か
ら
証
券
業
界
の
不
祥
事
を
は
じ
め
、
総

会
屋
事
件
、
不
正
融
資
事
件
、
牛
肉
偽
装

事
件
な
ど
、
引
き
も
き
ら
ず
事
件
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
き
て
、
よ
う
や
く
企
業

へ
の
不
信
感
が
落
ち
着
い
て
き
た
の
か
と

い
う
の
が
全
体
の
印
象
で
す
ね
。

│
昨
年
も
企
業
の
不
祥
事
が
発
生
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
絶
え
ず
企
業
の
不

祥
事
が
発
生
し
続
け
る
根
本
的
な
原
因

は
ど
こ
に
あ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

森

高
度
成
長
期
を
経
て
90
年
代
に
入

り
、
メ
ガ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
、
規
制
改

革
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
具

合
に
、
経
営
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き

た
。
そ
う
し
た
中
で
、
日
本
型
企
業
の
あ

り
方
が
時
代
か
ら
ず
れ
は
じ
め
、
そ
の
軋

み
が
表
面
化
し
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
時
代
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る

の
で
す
。
総
会
屋
へ
の
対
応
や
談
合
な
ど

の
背
景
に
あ
る
古
い
企
業
文
化
が
、
今
の

従
来
の
日
本
型
経
営
の
軋
み
が

不
祥
事
の
原
因

8

イイイインンンンタタタタビビビビュュュューーーー

日本経済新聞社

論説副主幹兼編集委員 森
もり

一夫
かず お

氏

今回のアンケート結果を見ると、企業の信頼度低下に

歯止めがかかるなど、企業の取り組み姿勢を一部評価

する傾向が出た。今後、社会とより良い関係を築いて

いく上で、企業に求められているもの、不祥事防止の

ために必要なことについて、長年企業活動の最前線を

取材してきた日本経済新聞社の森一夫論説副主幹に話

を聞いた。

（聞き手：経済広報センター専門研究員　山田俊彦）

会社を変えるのは社長。
人事で組織文化を変革

（略　歴）

1950年　東京都生まれ。

1972年　早稲田大学政治経済学部卒。

日本経済新聞社に入り、東京編集局産業部、日経ＢＰ社『日経

ビジネス』副編集長を経て、90年産業部編集委員。95年論説委

員兼務。99～2000年コロンビア大学東アジア研究所、日本経済

経営研究所客員研究員。2000年8月産業部編集委員兼論説委員

に復帰。2003年9月論説副主幹兼産業部編集委員。

（主な著書）

『日本型人事は終わった』 （日本経済新聞社）

『ゼミナール現代企業入門』共著（ 日本経済新聞社）

時
代
に
合
わ
な
く
な
っ
た
。
企
業
の
常
識

は
世
間
の
非
常
識
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
ま

さ
に
こ
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
仲
間
内
と
い
っ
た
内
向
き
の
共
同
体

的
な
も
の
の
考
え
方
が
、
市
場
経
済
の
中

で
適
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

一
方
、
事
件
が
起
き
た
際
の
企
業
の
対

応
の
仕
方
は
、
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
雪
印
乳
業
も
社
外
取
締
役
の

導
入
な
ど
を
進
め
ま
し
た
。
他
の
企
業
で

も
、
第
三
者
で
構
成
す
る
委
員
会
で
経
営

を
見
直
し
た
り
、
情
報
開
示
を
進
め
た
り

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
学
習
効
果
の
表
れ

で
す
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
出
て

き
た
「
信
頼
度
低
下
に
歯
止
め
」
と
い
う

の
は
、
こ
の
あ
た
り
の
企
業
の
動
き
が
反

映
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
企
業
の
側
も

よ
う
や
く
対
処
の
仕
方
が
分
か
っ
て
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

│
問
題
が
起
き
た
と
き
の
企
業
の
対
処

の
ス
ピ
ー
ド
は
と
て
も
速
い
。
し
か
し
、

二
度
と
再
発
さ
せ
な
い
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
が
あ
ま
り
上
手
く
な
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
が
。

森

仕
組
み
を
作
っ
て
も
、
す
ぐ
に
機
能

し
ま
せ
ん
。
仕
組
み
を
作
る
こ
と
と
、
機

能
す
る
か
ど
う
か
は
全
く
別
問
題
で
す
。

根
本
に
は
、
企
業
の
文
化
や
風
土
と
い
っ

た
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
を
変
え
る
の
は
何

年
も
か
か
る
。
た
と
え
ば
、
独
禁
法
違
反

を
繰
り
返
す
会
社
が
あ
り
ま
す
。
一
体
ど

ん
な
会
社
な
の
か
と
調
べ
て
み
る
と
、
世

間
で
言
わ
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
優
れ
た
会

社
で
し
た
。
い
い
加
減
で
と
ん
で
も
な
い

会
社
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
こ
の
会
社
の

担
当
者
に
言
わ
せ
れ
ば
、「
カ
ル
テ
ル
を

や
ら
な
い
で
、
仕
事
が
で
き
る
か
」
と
い

う
の
が
本
音
な
の
で
す
。
社
長
が
口
だ
け

で
止
め
ろ
と
言
っ
て
も
、
き
れ
い
ご
と
だ

け
で
は
仕
事
は
で
き
な
い
。
こ
う
い
っ
た

文
化
や
風
土
を
直
す
の
は
、
一
朝
一
夕
で

は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

│
実
際
に
会
社
を
変
え
て
い
く
上
で
、

陥
り
や
す
い
ワ
ナ
を
避
け
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

森

企
業
倫
理
や
法
令
順
守
が
本
当
に
大

事
で
す
。
こ
れ
が
な
い
と
、
わ
が
社
は
大

変
な
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
心
底
考

え
て
い
る
人
を
、
社
長
に
す
る
こ
と
が
一

番
大
切
で
す
。社
長
が
1
回
言
っ
た
っ
て
、

社
員
は
聞
き
ま
せ
ん
。
繰
り
返
し
、
繰
り

返
し
言
う
。
そ
し
て
社
長
が
現
場
を
把
握

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
何
も
知
ら
な
か

っ
た
と
い
う
社
長
が
い
る
が
、
こ
れ
は
社

長
が
や
る
べ
き
仕
事
を
「
あ
な
た
任
せ
」

に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら

な
い
。「
何
か
あ
っ
て
も
上
手
く
や
っ
て

く
れ
よ
。
オ
レ
に
い
ち
い
ち
聞
く
な
よ
」

と
、
い
う
姿
勢
で
す
。
そ
う
す
る
と
問
題

が
起
き
や
す
く
な
る
。
そ
ん
な
会
社
は
一

事
が
万
事
で
、
何
が
起
き
て
も
お
か
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
一
度
問
題
が
起
き
て
収
ま

っ
て
も
、
ま
た
起
き
る
確
率
は
高
い
で
し

ょ
う
。
組
織
風
土
を
変
え
る
た
め
に
は
、

部
長
や
課
長
が
い
く
ら
が
ん
ば
っ
て
も
ダ

メ
な
の
で
す
。

│
商
法
改
正
で
会
社
と
総
会
屋
の
関
係

が
厳
し
く
規
制
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
時
々
不
祥
事
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
ね
。

森

社
長
は
株
主
総
会
で
怒
鳴
ら
れ
る
の

が
イ
ヤ
で
す
。
怒
鳴
ら
れ
た
ら
、
誰
だ
っ

て
不
快
な
気
分
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
企

業
の
総
務
担
当
は
、
社
長
に
不
快
な
思
い

を
さ
せ
な
い
た
め
に
、
社
長
か
ら
や
れ
と

言
わ
れ
な
く
て
も
、
い
ろ
い
ろ
と
手
を
回

し
て
や
る
も
の
な
の
で
す
。
多
く
の
大
企

業
で
は
、
申
し
送
り
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
後
任
者
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
総
務
担

当
者
は
そ
う
い
っ
た
も
の
を
自
分
で
判
断

し
て
、
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ

を
社
長
は
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
る
。

こ
う
い
う
構
図
が
企
業
の
中
に
は
あ
る
。

総
会
屋
と
の
付
き
合
い
は
、
昔
に
比
べ

て
格
段
に
減
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
い
わ
ゆ

る
学
習
効
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
う

い
う
こ
と
は
一
切
や
り
ま
せ
ん
よ
と
い
う

ト
ッ
プ
が
増
え
ま
し
た
ね
。

│
個
人
を
見
る
と
、
社
会
人
と
し
て
は

全
く
問
題
の
な
い
資
質
で
あ
る
の
に
、

組
織
が
人
を
変
え
て
し
ま
っ
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
ね
。

森

正
直
、
か
わ
い
そ
う
な
面
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
組
織
の
中
で
生
き
て
い
く
た

め
に
は
、
い
け
な
い
こ
と
だ
と
は
分
か
っ

て
い
る
け
れ
ど
、
や
っ
て
し
ま
う
と
い
う

構
図
が
あ
り
ま
す
。
企
業
の
ト
ッ
プ
は
そ

れ
を
ち
ゃ
ん
と
理
解
し
て
、
対
策
を
打
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
単
に
、
こ
れ

は
や
っ
て
は
い
け
な
い
よ
と
言
う
だ
け
で

は
何
の
足
し
に
も
な
ら
な
い
し
、
抑
止
力

に
も
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
は
子
供
で

も
分
か
っ
て
い
る
。
極
め
て
単
純
な
倫
理

感
で
す
。
分
か
っ
て
は
い
る
け
れ
ど
、
仕

事
が
成
り
立
た
な
く
な
る
か
ら
や
っ
て
し

ま
う
と
い
う
ケ
ー
ス
が
圧
倒
的
に
多
い
。

こ
の
点
を
経
営
者
が
ど
う
捉
え
る
か
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
事
件
を
起
し
て
し
ま
っ
た

社
員
を
け
し
か
ら
ん
と
い
っ
て
、
断
罪
し

て
済
む
よ
う
な
話
で
は
な
い
の
で
す
。

│
事
件
を
起
し
て
し
ま
っ
た
社
員
が
、
精

神
的
に
立
ち
直
れ
な
い
と
い
っ
た
ケ
ー
ス

企
業
を
変
え
る
最
大
の

ポ
イ
ン
ト
は
社
長
に
あ
る
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も
あ
り
ま
す
ね
。

森

組
織
に
適
応
し
て
い
る
人
や
忠
誠
心

の
高
い
、
い
わ
ゆ
る
良
い
社
員
が
問
題
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
こ

こ
が
問
題
な
の
で
す
。
悪
意
で
や
っ
て
い

る
場
合
は
、
構
図
が
単
純
だ
か
ら
仕
方
が

な
い
。
普
通
の
人
、
も
し
く
は
普
通
以
上

に
優
秀
な
人
も
関
わ
っ
て
し
ま
う
。
だ
か

ら
こ
そ
、
く
ど
い
よ
う
で
す
が
、
組
織
の

文
化
、
慣
習
、
風
土
、
仕
組
み
、
あ
り
方

と
い
っ
た
も
の
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
。
会
社
員
は
そ
の
組
織

の
中
で
生
き
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
そ
の
組
織
を
変
え
て
い
か
な

い
と
、
ま
た
犠
牲
者
が
出
て
し
ま
う
。
個

人
の
順
法
意
識
が
い
か
に
高
く
て
も
、
組

織
の
枠
組
の
中
で
ル
ー
ル
を
踏
み
外
さ
ざ

る
を
え
な
い
こ
と
が
起
き
て
し
ま
う
。
だ

か
ら
、
企
業
の
あ
り
方
を
変
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
企
業
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
経
営
者
、
い
わ
ゆ
る
ト
ッ

プ
な
の
で
す
。
部
長
や
課
長
は
そ
の
中
で

動
い
て
い
る
一
指
揮
官
だ
か
ら
、
ダ
イ

レ
ク
ト
に
変
革
す
る
こ
と
は
、
正
直
言

っ
て
難
し
い
。

│
組
織
は
実
際
に
変
わ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
か
。

森

本
当
に
変
わ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
な

か
な
か
目
に
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、
変
わ

っ
て
は
い
く
で
し
ょ
う
。
1
回
事
件
を
起

し
た
後
、
ト
ッ
プ
が
ま
じ
め
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、
信
頼
度
や
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ

ー
に
関
す
る
表
彰
を
受
け
る
ま
で
、
変
わ

っ
た
企
業
も
あ
り
ま
す
。

企
業
を
変
え
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
人
事
で
す
。
社
長
が
変
わ
っ

た
ら
、社
内
の
人
事
を
総
入
れ
替
え
す
る
。

古
い
体
質
の
人
を
替
え
る
。
新
し
い
社
長

は
、
こ
う
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
共
感
で
き
る
人
を
役
員
や
ミ

ド
ル
層
に
据
え
る
の
で
す
。
人
事
を
見
れ

ば
、
社
長
の
本
気
度
が
一
目
瞭
然
と
な
り

ま
す
。
規
範
に
ル
ー
ズ
な
部
長
に
代
わ
っ

て
、
誠
実
で
ま
じ
め
な
人
を
配
置
す
る
。

そ
う
す
る
と
、
下
の
人
間
は
あ
あ
い
う
人

が
偉
く
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
だ
っ
た
ら
、
自
分
も
そ
う
な
ろ
う

と
考
え
、
行
動
す
る
よ
う
に
な
る
。
た
と

え
ば
、
下
請
け
と
の
交
渉
で
怒
鳴
っ
た
り

し
な
い
、
非
常
に
公
平
な
取
引
を
す
る
姿

勢
を
見
て
い
た
ら
、
下
の
人
間
は
組
織
が

ど
う
い
う
人
間
を
必
要
と
し
て
い
る
か
が

分
か
る
も
の
で
す
。

│
そ
う
や
っ
て
、
ジ
ワ
ジ
ワ
と
新
し
い

文
化
が
浸
透
し
て
い
く
の
で
す
ね
。

森

リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
果
た
す
人
を
し

っ
か
り
配
置
す
る
こ
と
が
、
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
と
な
る
。
そ
の
点
で
、
社
長
は
一
番
大

事
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
で
す
。
社
長
が
業
者

か
ら
お
金
を
受
け
取
っ
て
い
た
ら
、
役
員

も
部
長
も
同
じ
こ
と
を
す
る
。
社
長
が
厳

し
い
と
、
そ
ん
な
こ
と
は
し
な
い
。
組
織

の
中
に
は
倫
理
観
の
強
い
人
、普
通
の
人
、

ど
っ
ち
つ
か
ず
の
人
と
、い
ろ
い
ろ
い
る
。

こ
れ
ら
す
べ
て
の
目
を
自
分
に
向
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
倫
理
観
の
あ
る
人
だ

け
を
相
手
に
し
て
も
、
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
社
長
に
特
に
求
め
ら
れ
る
も
の

と
し
て
、
問
題
か
ら
逃
げ
な
い
姿
勢
が
あ

り
ま
す
。
問
題
か
ら
逃
げ
る
の
が
一
番
ま

ず
い
。
問
題
が
起
き
た
時
に
、
正
面
か
ら

立
ち
向
か
う
。
そ
う
し
な
い
と
、
会
社
全

体
が
問
題
か
ら
逃
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
、
会
社

の
印
象
は
だ
い
ぶ
違
う
も
の
に
な
り
ま

す
。
イ
ヤ
な
こ
と
を
や
る
の
が
経
営
者
な

の
で
す
。
イ
ヤ
な
こ
と
を
人
に
や
ら
せ
る

経
営
者
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、

業
績
が
非
常
に
良
い
メ
ー
カ
ー
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
は
昔
、
社
長
が
裏
の
社
会
と
の

繋
が
り
を
断
ち
切
る
た
め
に
闘
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
今
の
業
績
が
あ
り
、
社

会
か
ら
の
信
頼
が
あ
る
。
筋
を
通
し
た
の

で
す
。

│
内
部
告
発
制
度
が
一
昨
年
あ
た
り
か

ら
注
目
を
集
め
て
き
ま
し
た
。

森

組
織
に
と
っ
て
内
部
告
発
制
度
は
、

不
祥
事
を
未
然
に
防
止
す
る
安
全
弁
と
し

て
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
経
営
者
が
一
生

懸
命
襟
を
正
し
て
も
、
大
き
な
企
業
で
は

お
目
こ
ぼ
し
が
出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
性
悪
説
み
た
い
で
イ
ヤ
だ
と
い
う

人
が
い
ま
す
が
、
警
報
が
鳴
る
仕
組
み
と

し
て
前
向
き
に
と
ら
え
る
べ
き
で
す
。
最

近
の
よ
う
に
、
中
途
社
員
が
入
っ
た
り
、
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人
事
で
組
織
文
化
を
変
革
す
る

内
部
告
発
制
度
は
警
報
装
置

非
正
規
社
員
が
入
っ
た
り
と
、
絶
え
ず
会

社
は
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
死

角
み
た
い
な
も
の
が
必
ず
出
て
く
る
。
だ

か
ら
、
何
か
が
起
き
た
と
き
に
、
絶
え
ず

情
報
が
上
が
っ
て
く
る
仕
組
み
を
作
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
匿
名
で

も
受
け
付
け
る
と
か
、
企
業
倫
理
問
題
を

職
場
で
担
当
す
る
人
を
各
所
に
配
置
す
る

と
か
、
制
度
が
し
っ
か
り
機
能
す
る
よ
う

な
仕
組
み
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
営
と
は
、
人
間
の
良
い
面
も
悪
い
面

も
わ
き
ま
え
て
運
営
す
る
こ
と
で
す
。
た

と
え
ば
、
小
さ
い
会
社
を
切
り
盛
り
し
て

大
き
く
し
て
き
た
経
営
者
は
、
社
員
の
持

ち
逃
げ
に
あ
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
経
験
し
て
い
る
。
人
間
の
様
々
な
面
を

知
り
な
が
ら
経
営
を
し
て
い
る
。
朗
ら
か

で
明
る
い
け
れ
ど
も
、
実
は
慎
重
な
経
営

者
が
非
常
に
多
い
。
大
企
業
の
経
営
者
の

中
に
、
あ
っ
け
ら
か
ん
と
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
こ
う
い
う
人

た
ち
は
大
企
業
の
中
で
疑
う
こ
と
を
知
ら

ず
に
、
偉
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

│
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
72
％
の
人

が
企
業
の
情
報
公
開
に
「
不
十
分
」
と

感
じ
て
い
ま
す
。
企
業
サ
イ
ド
に
し
た

ら
、
い
ろ
い
ろ
と
情
報
発
信
し
て
い
る

の
に
と
い
う
意
識
が
強
い
と
思
う
の
で

す
が
、
こ
の
数
字
を
ど
う
ご
覧
に
な
り

ま
す
か
。

森

企
業
は
恥
ず
か
し
が
り
屋
な
の
で
し

ょ
う
か
。
一
般
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
下
手
で
す
ね
。
日
本
的
な
謙
譲
の
美
徳

と
い
っ
た
も
の
を
一
部
に
感
じ
ま
す
。
一

例
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業
は

情
報
量
が
多
く
、
非
常
に
詳
し
い
。
た
と

え
ば
、
役
員
の
履
歴
で
す
。
こ
れ
を
見
る

と
、
一
体
ど
う
い
う
人
柄
な
の
か
が
分
か

る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
家
族
の
構
成
に

は
じ
ま
り
、
ど
こ
の
会
社
で
ど
う
い
う
キ

ャ
リ
ア
を
積
ん
で
き
た
の
か
、
詳
し
く
書

い
て
あ
り
ま
す
。
日
本
の
企
業
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
そ
の
辺
が
貧
弱
で
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
も
、
ど
う
い
う
経
営
者

な
の
か
が
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。

情
報
発
信
が
上
手
で
な
い
と
い
う
の

は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
マ
イ
ペ
ー
ス
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
社
外
が
ど
う
い
う
情
報

を
求
め
て
い
る
の
か
を
把
握
し
て
い
な
い

の
が
、
マ
イ
ペ
ー
ス
た
る
所
以
で
す
。
情

報
公
開
は
ど
こ
ま
で
す
べ
き
か
難
し
い
。

難
し
い
問
題
で
す
が
、
大
き
い
会
社
ほ
ど

積
極
的
に
公
開
し
な
い
と
、
一
般
の
支
持

は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
方
、
不
良
品
な
ど
が
発
生
し
た
時
の

発
表
は
、最
近
か
な
り
良
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
学
習
効
果
と
言
え
る
で
し
ょ
う

ね
。
昔
は
で
き
る
こ
と
な
ら
、
静
か
に
処

理
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
。

不
良
品
な
ど
が
発
生
す
る
と
、
社
内
に
ケ

ガ
人
が
出
て
し
ま
う
。
い
わ
ゆ
る
責
任
問

題
に
発
展
し
て
し
ま
い
、
誰
か
を
窮
地
に

立
た
せ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
発
表

の
た
め
の
作
業
を
進
め
よ
う
と
す
る
と
、

偉
い
人
か
ら「
オ
レ
に
恨
み
が
あ
る
の
か
」

と
言
わ
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
ま
た
、

社
内
の
引
継
ぎ
で
ち
ょ
っ
と
ま
ず
い
仕
事

を
申
し
渡
さ
れ
た
時
、
今
一
度
公
の
場
で

議
論
し
ま
し
ょ
う
な
ど
と
い
っ
た
ら
、
前

任
者
か
ら
「
オ
レ
を
殺
す
気
か
」
と
言
わ

れ
て
し
ま
う
。
組
織
の
人
間
は
黙
っ
て
飲

み
込
ん
で
、
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。
で
き
る
な
ら
穏
便
に
す
ま
せ
た

い
、
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

│
世
の
中
に
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
い
う
言
葉
も
広

く
浸
透
し
は
じ
め
ま
し
た
。

森

企
業
が
不
祥
事
を
起
こ
す
と
消
費
者

は
反
応
し
ま
す
が
、
通
常
は
そ
れ
ほ
ど
企

業
に
関
心
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
企
業
の
社
会
的
役
割
、
責
任
に
つ
い

て
の
意
識
は
あ
ま
り
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
企
業
の
姿
勢
や
経
営
理
念
な
ど
を

常
に
評
価
す
る
姿
勢
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
非
常
に
努
力
し
て
い
る
会
社
に
対
し

て
は
、
特
に
商
品
選
択
に
お
い
て
評
価
し

て
あ
げ
る
。
一
方
、
企
業
サ
イ
ド
も
、
消

費
者
の
企
業
判
断
能
力
が
向
上
す
る
よ
う

情
報
公
開
を
し
て
い
く
。
厳
し
い
消
費
者

を
育
て
る
努
力
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
企
業
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ち

ゃ
ら
ち
ゃ
ら
し
た
イ
メ
ー
ジ
戦
略
よ
り

も
、
こ
う
い
っ
た
地
道
な
努
力
で
す
。

（
文
責
　
専
門
研
究
員
　
山
田
俊
彦
）

厳
し
い
選
択
眼
を
持
つ
消
費
者

は
企
業
が
育
て
る
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経済広報センターは、産業界について広く一般にご理解いただくため、インターネット上に情報サイト『産業
データプラザ』と『環境情報プラザ』を開設、運営しています。このサイトへは経済広報センターのホームペー
ジからアクセスできます（トップページの左下にサイト表示があります）。
２つのプラザをさらに親しみやすく、役立つサイトにするため、利用者の声をお聞きするアンケートを実施中
ですので、皆様のご協力をお願いします。アンケートにご協力していただいた方には、もれなく両サイトのキャ
ラクターを使った特製壁紙＆スクリーンセーバーを全員にプレゼント（ダウンロード配布）いたします。さらに
抽選で２つのプラザごとに毎月50名の方に500円分の図書券をお送りいたしますので、ご協力をお願いいたし
ます（当選は発送をもって代えさせていただきます）。

●産業データプラザ　http：//sangyo.kkc.or.jp/ とは…
日本の産業に関わる様々なデータを分野別、種類別に検索できるとても便利なサイトです。また、グラフの自動作成機能も

あり、データを自由に加工することができます。
バーチャルスペース“プチてくタウン”ではオリジナルアニメーションや産業界から提供されるストリーミング・ムービー

で、産業を楽しく知ることができます。

●環境情報プラザ　http：//kankyo.kkc.or.jp/ とは…
企業や団体など産業界の環境問題に対する取り組みを、お伝えするサイトです。インターネット上に公開されている企業の

境情報は膨大な量になりますが、環境情報プラザでは、そうした情報を“リサイクル”“環境報告書”といったキーワードを産
業ごとに分類しており、目指す業界や各企業のホームページに簡単にアクセスできます。

プレゼント実施中　スクリーンセーバー（全員）と図書券500円分（毎月抽選）

産業の今と明日が見える―『産業データプラザ』『環境情産業の今と明日が見える―『産業データプラザ』『環境情報プラザ』へアクセスしてみて報プラザ』へアクセスしてみて下さい！下さい！�産業の今と明日が見える―『産業データプラザ』『環境情報プラザ』へアクセスしてみて下さい！�

■
三
菱
自
動
車
の
歩
み

日
本
で
最
初
の
量
産
乗
用
車
を
製
作
し

た
の
は
、
実
は
三
菱
自
動
車
で
す
。
1
9

1
7
年
に
「
三
菱
A
型
」
と
い
う
名
前
で

世
に
送
り
出
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
現
在
の
三
菱
自
動
車
工
業
は
、
1

9
7
0
年
に
三
菱
重
工
業
の
自
動
車
部
門

か
ら
分
離
独
立
し
、
新
た
に
発
足
し
た
会

第
75
回
（
愛
知
　
9
月
19
日
）

三
菱
自
動
車
工
業
株
式
会
社

名
古
屋
製
作
所
　
岡
崎
工
場

企業と生活者
懇
談
会

社
で
す
が
、
当
社
の
前
身
に
は
、
こ
う
し

た
輝
か
し
い
歴
史
が
あ
る
の
で
す
。

三
菱
自
動
車
工
業
は
資
本
金
2
5
2
2

億
円
で
、
従
業
員
4
万
5
千
人
（
連
結
）

を
擁
し
て
い
ま
す
。
1
9
8
8
年
に
は
株

式
を
上
場
し
、
公
開
会
社
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
0
0
年
、
世
界
有
数
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
ダ
イ
ム
ラ
ー
ク
ラ

イ
ス
ラ
ー
社
（
D
C
社
）
と
包
括
的
提
携

契
約
に
調
印
し
、
D
C
グ
ル
ー
プ
の
一
員

と
な
り
、
日
本
と
世
界
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
国
際
戦
略
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
D

C
社
は
、
現
在
37
・
0
％
の
株
式
を
保
有

し
て
い
ま
す
。

第75回

第76回

第77回

午前10時から午後3時までの5時間あまりが企業と生活者懇談会の基本的な一

日です。この間に企業からの説明、工場などの見学、そして懇談会が行われま

す。この5時間あまりの交流を通じ、企業と生活者双方の理解が進む光景を目

の当たりにするたびに、企業と生活者の橋渡しとなるこの活動を今後もしっか

りと続けねばと気持ちが引き締まります。

開催日

9月19日 愛　知 三菱自動車工業株式会社

11月20日 東　京 森ビル株式会社

名古屋製作所　岡崎工場

六本木ヒルズ

12月19日 福　岡
西日本

オートリサイクル株式会社
西日本オートリサイクル工場

協力企業 見学場所開催地
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■
ダ
イ
ム
ラ
ー
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
社
と
の

提
携な

ぜ
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

三
菱
自
動
車
が
、
ド
イ
ツ
の
ダ
イ
ム
ラ
ー

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
社
（
D
C
社
）
と
の
戦
略

的
な
提
携
に
踏
み
切
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
三
菱
自
動
車
は
「
三
菱
ブ
ラ
ン
ド
」

で
、
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
で
こ
れ
ま

で
地
位
を
築
い
て
き
ま
し
た
が
、
い
ま
や

自
動
車
産
業
に
は
国
境
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
将
来
に
わ
た
る
研
究
開
発
と
生

産
販
売
を
考
え
、
広
範
囲
な
分
野
で
の
相

互
協
力
が
可
能
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
視
野
に

入
れ
検
討
し
た
結
果
、
D
C
社
が
候
補
に

上
が
り
ま
し
た
。

D
C
社
と
の
提
携
で
、
三
菱
自
動
車

に
は
以
下
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

（1）
D
C
社
の
欧
米
型
経
営
手
法
と
、
従

来
の
三
菱
自
動
車
の
日
本
的
企
業
文

化
が
上
手
く
融
合
し
、
よ
り
開
放
的

で
世
界
的
視
点
を
持
っ
た
企
業
風
土

の
形
成
が
期
待
で
き
る
。

（2）
D
C
社
が
こ
れ
ま
で
追
求
し
て
き
た

最
先
端
技
術
（
燃
料
電
池
・
品
質
管

理
・
安
全
技
術
な
ど
）
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
可
能
と
な
る
。

（3）
世
界
的
視
野
を
持
つ
人

材
交
流
・
活
用
が
可
能

と
な
る
。

（4）
共
通
資
源
を
共
同
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
、
調

達
コ
ス
ト
が
大
幅
に
削

減
で
き
る
。

（5）
共
通
す
る
生
産
ラ
イ
ン

を
開
発
し
、
生
産
コ
ス

ト
を
削
減
で
き
る
。

（6）
ダ
イ
ム
ラ
ー
グ
ル
ー
プ

共
通
仕
様
（
注
）
の
エ

ン
ジ
ン
の
共
同
開
発
が

可
能
と
な
り
、
開
発
コ

ス
ト
も
削
減
で
き
る
。

（
注：

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

社
、
韓
国
の
現
代
自
動

車
、
三
菱
自
動
車
）

（7）
海
外
に
お
け
る
D
C
社
の
販
売
網
を

活
用
で
き
る
。

こ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
が
活
か
せ
る
と
の

判
断
に
立
ち
、
D
C
社
と
の
提
携
に
踏
み

切
り
ま
し
た
。
D
C
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、

三
菱
自
動
車
は
ア
ジ
ア
地
区
に
お
い
て
中

心
的
な
役
割
を
果
た
す
会
社
と
し
て
、
小

型
車
用
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
を
通
じ
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

高
級
車
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
車
種
（
ス
モ
ー

ル
カ
ー
、
セ
ダ
ン
、
ミ
ニ
バ
ン
、
S
U

V
＝
ス
ポ
ー
ツ
型
多
目
的
車
な
ど
）
の
販

売
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

■
国
際
展
開
に
向
け
て

こ
う
し
た
位
置
付
け
の
中
で
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
国
際
展
開
を
図
ろ
う
と
し

て
い
る
の
か
を
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
、
世

界
を
5
つ
の
地
区
に
区
切
っ
て
い
ま
す
。

5
つ
の
地
域
と
は
、
「
日
本
」
「
北
米
」

「
欧
州
」「
ア
ジ
ア
」「
そ
の
他
の
地
域
」

で
す
。
世
界
1
7
0
カ
国
を
こ
れ
ら
5
地

域
に
区
切
っ
た
上
で
、
生
産
・
販
売
、
ア

フ
タ
ー
セ
ー
ル
ス
網
を
構
築
し
て
い
ま

す
。
2
0
0
3
年
3
月
期
実
績
（
乗
用
車

事
業
の
み
）
で
は
、
海
外
生
産
は
30
カ
国

に
及
び
、
総
販
売
台
数
の
う
ち
約
77
％
が

海
外
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
（
総
販
売
台

数
1
5
6
万
3
千
台
の
う
ち
、
海
外
販
売

1
2
0
万
9
千
台
）。
こ
う
し
た
実
績
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
海
外
部
門
の
比
重

は
極
め
て
大
き
い
部
分
を
占
め
て
い
ま

す
。

■
製
品
開
発
の
特
徴

三
菱
自
動
車
で
は
、
ど
の
よ
う
に
製
品

開
発
に
努
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
基
本
理
念
を
説
明
し
ま
す
。

（1）
顧
客
志
向
…
常
に
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

を
第
一
に
考
え
る
と
い
う
視
点
を
堅

持
し
て
い
ま
す
。

（2）
歴
史
・
伝
統
・
実
績
…
こ
れ
ま
で
世

界
最
高
ク
ラ
ス
の
車
を
開
発
し
て
き

た
背
景
が
あ
り
ま
す
。

（3）
個
性
豊
か
な
車
作
り
…
同
時
に
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
志
向
、
職
人
気
質
、

本
物
志
向
の
個
性
を
常
に
念
頭
に
お

企 と 活 懇 会業 生 者 談

い
て
い
ま
す
。

（4）
開
発
と
生
産
の
融
合
…
開
発
の
初
期

の
段
階
か
ら
生
産
部
門
が
関
与
し
て

お
り
、
効
率
性
を
念
頭
に
お
い
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
基
本
理
念
の
も
と
、
統
一
さ

れ
た
三
菱
デ
ザ
イ
ン
の
車
種
の
製
品
開
発

に
努
め
て
い
ま
す
。
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
内
容
を
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
さ
ら

に
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
、「
ク
オ
リ
テ
ィ
・
ゲ
ー
ト
・
シ

ス
テ
ム
」と
い
う
品
質
管
理
の
方
法
で
す
。

こ
れ
は
D
C
社
か
ら
導
入
し
た
シ
ス
テ
ム

で
、
ひ
と
つ
の
車
が
で
き
る
ま
で
の
各
段

階
で
「
ゲ
ー
ト
」
を
設
け
、
品
質
を
厳
し

く
審
査
す
る
方
法
で
す
。
最
終
製
品
に
な

る
ま
で
、
い
く
つ
も
の
関
門
（
ゲ
ー
ト
）

を
く
ぐ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
品

質
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
思
想
で
す
。

次
に
、
女
性
特
有
の
意
見
を
幅
広
く
取

り
入
れ
、
製
品
化
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
編
成
さ
れ
た
「
女
性
評
価
チ
ー
ム
」
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
お
客
様
が
新
車

を
購
入
す
る
際
、
女
性
（
特
に
主
婦
）
の

意
見
は
非
常
に
重
要
な
要
素
と
な
る
こ
と

か
ら
、
岡
崎
工
場
と
本
社
の
女
性
か
ら
な

る
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
そ
の
意
見
を
製
品

開
発
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

実
際
、「
コ
ル
ト
」、「
グ
ラ
ン
デ
ィ
ス
」

な
ど
に
は
多
く
の
意
見
が
反
映
さ
れ
、
今

後
の
新
型
車
開
発
に
も
積
極
的
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
生
産
モ
デ
ル
の
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
の
効
率
化
を
図
り
、
D
C
社
な
ど
と

の
共
通
化
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

■
生
産
体
制
に
つ
い
て

日
本
国
内
の
生
産
拠
点
は
、
車
両
生
産

工
場
（
名
古
屋
製
作
所
、
水
島
製
作
所
な

ど
）
と
エ
ン
ジ
ン
、
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ

ン
生
産
工
場
（
京
都
工
場
、
滋
賀
工
場
な

ど
）
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
海
外
は
、
先
ほ

ど
申
し
上
げ
ま
し
た
各
地
区
に
生
産
工
場

を
持
っ
て
い
ま
す
。
米
国
の
ほ
か
、
欧
州

で
は
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
タ
リ
ア
、
ま
た
ア
ジ

ア
で
は
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
、
中

国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ

ン
ド
な
ど
に
、
そ
し
て
「
そ
の
他
の
地
域
」

で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
に

生
産
拠
点
を
築
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
生
産
拠
点
に
は
、
共
通
し
た

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
全
工
場
が

同
じ
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
生
産
し
て

い
る
点
で
す
。

具
体
的
に
申
し
上
げ
る
と
、
以
下
の
よ

う
に
要
約
で
き
ま
す
。

（1）
標
準
化
さ
れ
た
生
産
シ
ス
テ
ム
を
用

い
て
い
る
。

（2）
各
工
場
で
生
産
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

を
共
有
化
し
て
い
る
。

（3）
生
産
性
、
品
質
レ
ベ
ル
、
コ
ス
ト
な

ど
を
共
通
の
指
標
で
評
価
し
て
い
る
。

（4）
生
産
ラ
イ
ン
を
柔
軟
に
運
用
し
、
異

な
る
車
種
の
相
互
補
完
を
図
れ
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
生
産
方
式
の
共
通
化
を

世
界
レ
ベ
ル
で
進
め
る
こ
と
で
、
品
質
の

向
上
と
コ
ス
ト
の
最
小
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。

■
販
売
体
制

三
菱
自
動
車
で
は
こ
れ
ま
で
の
経
緯

で
、「
ギ
ャ
ラ
ン
系
」
と
「
カ
ー
プ
ラ
ザ

系
」
の
2
系
統
の
販
売
ル
ー
ト
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
「
三
菱
モ
ー
タ
ー
ス
」

（M
itsubishi

M
otors

）

に
一
本
化
し
、
統
一

ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
体

制
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
お
客
様
に

自
分
好
み
の
車
を
お

求
め
い
た
だ
け
る
よ

う
、
「
全
て
の
装
備

を
お
客
様
が
自
由
に

選
択
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
カ
ス
タ
マ
ー

フ
リ
ー
チ
ョ
イ
ス

（C
ustom

er
F
ree

C
hoice：

C
F
C

）
制

度
を
導
入
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、

お
客
様
に
と
っ
て

「
選
ぶ
自
由
」、「
選

ぶ
楽
し
さ
」
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
環
境
保
全

中
期
レ
ベ
ル
で
の
持
続
可
能
な
環
境

保
全
計
画
（
環
境
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

ー
プ
ラ
ン
）
を
策
定
し
、
環
境
保
全
活

動
を
全
社
を
あ
げ
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
を
進
め
る
に
あ
た
り
、「
環
境

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
に
関
し
て
は
、
環

境
に
配
慮
し
た
車
の
設
計
仕
様
の
推
進

や
グ
リ
ー
ン
調
達
の
推
進
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
し
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て
は
、
日
本
国
内
外
で
自
動
車
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
生

産
工
程
に
お
い
て
も
廃
棄
物
の
低
減
と
、

省
資
源
の
徹
底
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

「
地
球
温
暖
化
防
止
」「
環
境
汚
染
防
止
」

に
つ
い
て
も
、車
自
体
の
燃
費
の
向
上
や
、

生
産
過
程
に
お
け
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
図
る
と
と
も

に
、
将
来
を
見
据
え
た
低
公
害
車
の
開
発

（
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
排
出
ガ
ス
低
減
、

燃
料
電
池
車
・
電
気
自
動
車
の
開
発
）
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

■
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

車
社
会
の
将
来
を
明
る
く
切
り
開
く
意

味
で
、
三
菱
自
動
車
で
は
モ
ー
タ
ー
ス
ポ

ー
ツ
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
技
術
的
先
進
性
が
確
保
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
量
産
車
に
応
用
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
面
に
お
け
る
効
果
も
大
き
い

と
い
う
長
所
が
あ
り
ま
す
。
主
な
戦
歴
で

は
、
ワ
ー
ル
ド
ラ
リ
ー
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ

ッ
プ
（
W
R
C
）
で
1
9
9
6
年
か
ら
1

9
9
9
年
ま
で
連
続
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー

ズ
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
を
獲
得
し
ま

し
た
。
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
リ
ー
（
C

C
R
）
で
は
、
2
0
0
1
年
か
ら
ダ
カ
ー

ル
ラ
リ
ー
で
3
年
連
続
の
総
合
優
勝
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
2
0
0
4
年
は
4
年
連

続
、
通
算
9
度
目
の
総
合
優
勝
を
狙
い
ま

す
。質

疑
応
答

D
C
社
と
の
提
携
は
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
効
果
を
上
げ
て
い
ま

す
か
？

提
携
の
メ
リ
ッ
ト
は
先
ほ
ど
説

明
い
た
し
ま
し
た
が
、
シ
ナ
ジ

ー
効
果
（
相
乗
効
果
）
が
一
番
大
き
い

と
思
い
ま
す
。
燃
料
電
池
車
の
よ
う
に
、

初
期
投
資
に
極
め
て
多
額
の
費
用
の
か

か
る
開
発
に
、
D
C
社
の
優
れ
た
技
術

力
が
活
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
D
C
社

は
中
国
・
北
京
ジ
ー
プ
社
と
関
係
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
こ
で
三
菱
車
の
生
産
、

販
売
展
開
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
メ

キ
シ
コ
へ
の
新
規
参
入
に
つ
い
て
も
、

既
存
の
D
C
社
の
販
売
・
流
通
組
織
を

活
用
す
る
こ
と
で
初
期
投
資
の
軽
減
が

図
れ
ま
し
た
。

提
携
に
よ
り
、
生
産
サ
イ
ド
で
は

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
出
て
い

ま
す
か
？生

産
ラ
イ
ン
の
共
通
化
を
図
り
、

コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
て
い
ま

す
。ま

た
、
他
社
の
優
れ
た
点
、
例
え
ば
ト

ヨ
タ
の
技
術
（
G
―
B
O
O
K
）
や
日
産

の
技
術
（
ス
リ
ッ
パ
ー
）
も
採
用
す
る
な

ど
、
他
社
と
協
力
し
な
が
ら
競
争
し
て
い

ま
す
。

A

Q
&
A

Q

A Q

企 と 活 懇 会業 生 者 談

ド
イ
ツ
で
は
車
の
メ
ー
カ
ー
が
共

通
で
技
術
研
究
所
を
設
け
て
い
ま

す
。
日
本
に
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

車
の
衝
突
な
ど
に
つ
い
て
は
、
日

本
自
動
車
工
業
会
ベ
ー
ス
で
の
共

同
研
究
も
あ
り
ま
す
が
、
燃
料
な
ど
最
新

研
究
に
な
る
と
、
各
社
独
自
に
進
め
て
い

る
の
が
実
情
で
す
。

高
齢
者
や
女
性
を
念
頭
に
開
発
を

進
め
て
い
ま
す
か
？

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
常
に

念
頭
に
置
い
て
い
ま
す
。
シ
ー
ト

は
通
常
6
5
0
mm
く
ら
い
の
高
さ
が
い
い

の
で
す
が
、
あ
ま
り
高
く
す
る
と
立
体
駐

車
場
に
は
入
り
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
コ
ル
ト
は
6
0
0
mm
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ッ
ク
や
車
庫
入
れ
が
し
や
す
い

よ
う
に
、
コ
ル
ト
な
ど
に
は
リ
ア
・
ビ
ュ

ー
機
能
を
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、「
女
性
評
価
チ
ー
ム
」
の

検
討
結
果
を
反
映
し
て
、
助
手
席
の
下
に

物
入
れ
を
作
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
お
子

様
連
れ
の
お
客
様
が
、
片
手
で
折
り
た
た

み
式
の
「
ベ
ビ
ー
カ
ー
」
を
ハ
ッ
チ
バ
ッ

ク
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
工
夫
を
こ
ら

し
て
い
ま
す
。

リ
コ
ー
ル
事
件
の
教
訓
を
ど
う

生
か
し
て
い
ま
す
か
？

順
法
精
神
を
基
本
と
し
、
品
質

面
で
決
し
て
妥
協
は
し
ま
せ
ん
。

一
方
、
事
業
で
あ
る
以
上
、
利
益
を
上

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
責
務
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
事
件
を
二
度
と
起
こ

さ
な
い
よ
う
、
内
部
監
査
を
充
実
し
、
積

極
的
な
情
報
開
示
を
行
う
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。

出席者の感想から

社内女性評価チームの効果が見られま

すが、社内のみならず社外女性や中高

年のモニター制度の導入なども今後ぜ

ひ検討してください。

●

中部地方には自動車関連の会社が数多

くありますが、実際の工場見学は初め

てでした。ここまでオートメーション

化が進んでいるとは思いませんでした。

「昔の作業者は3カ月の研修だったが、

今は3週間」といった説明に、改めて自

動化の進展を感じました。

●

「まじめ、まじめ、まじめ」のCMの通

りの非常にまじめな、堅い会合でした。

もう少しソフトな感じで企業とお話で

きたらと思いました。

●

リコール事件の後に、品質管理や販売

体制に大変努力されたことがよく分か

りました。一方、外資との提携による

メリット（デザイン、性能、コスト面

など）について、もっと社会にアピー

ルしたらよいと思いました。

三菱自動車工業株式会社

A Q

A Q

A Q
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■
六
本
木
ヒ
ル
ズ
の
歩
み

六
本
木
ヒ
ル
ズ
は
昨
年
4
月
に
オ
ー
プ

ン
し
て
以
来
、
東
京
の
新
し
い
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。

来
街
者
は
2
0
0
3
年
末
ま
で
に
3
、

5
0
0
万
人
に
達
し
、
当
初
予
想
を
は
る

か
に
上
回
る
好
調
な
出
足
と
な
っ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
道
の
り

は
、
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
六
本
木
ヒ
ル
ズ
は
、
民
間
に

よ
る
国
内
最
大
級
の
市
街
地
再
開
発
事
業

と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
ま
で
に
17
年
の
歳
月

を
要
し
ま
し
た
。
約
4
0
0
名
の
共
同
事

業
者
が
参
画
し
、
事
業
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
森
ビ

ル
株
式
会
社
で
す
。

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
端

こ
の
地
区
は
、
も
と
も
と
テ
レ
ビ
朝
日

の
古
い
社
屋
を
中
心
に
、
幹
線
道
路
沿
い

に
は
中
小
ビ
ル
が
建
ち
並
び
、
南
側
に
は

住
宅
街
が
広
が
っ
て
い
る
エ
リ
ア
で
し

た
。
し
か
し
、
特
に
南
側
の
谷
部
に
広
が

る
木
造
を
中
心
と
し
た
低
層
住
宅
密
集
市

街
地
で
は
、
道
路
幅
員
も
4
m
に
満
た
な

い
た
め
、
緊
急
車
両
の
通
行
に
も
支
障
が

あ
る
な
ど
、
防
災
上
の
課
題
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
再
開
発
の
必
要
性
は
か

ね
て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
1

9
8
6
年
の
東
京
都
に
よ
る
「
再
開
発
誘

導
地
区
」
の
指
定
に
よ
り
、
地
区
内
の
町

会
単
位
で
の
街
づ
く
り
懇
談
会
・
協
議
会

な
ど
の
勉
強
会
が
発
足
、
地
権
者
に
よ
る

再
開
発
の
勉
強
や
事
例
見
学
な
ど
の
活
動

が
活
発
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
1
9

9
0
年
に
は
再
開
発
準
備
組
合
が
設
立
、

1
9
9
5
年
の
都
市
計
画
決
定
を
経
て
、

1
9
9
8
年
の
六
本
木
六
丁
目
市
街
地
再

開
発
組
合
の
設
立
に
至
り
ま
す
。

こ
う
し
て
開
発
原
案
が
固
ま
り
、
2
0

0
0
年
に
東
京
都
か
ら「
権
利
変
換
計
画
」

が
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
工
事
に
着
手

し
、
2
0
0
3
年
4
月
に
竣
工
、
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

■

六
本
木
ヒ
ル
ズ
の
特
徴

六
本
木
ヒ
ル
ズ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

「
ア
ー
トA

rt

（
美
）」
と
「
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
スIntelligence

（
知
）」
を
融
合
し

た
「
ア
ー
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
シ
テ
ィ

A
rtelligent

C
ity

」
で
す
。
地
下
鉄
日
比

谷
線
コ
ン
コ
ー
ス
と
直
結
し
た
「
66
プ
ラ

ザ
」
に
あ
る
蜘
蛛
の
形
の
オ
ブ
ジ
ェ
彫
刻

を
は
じ
め
、
各
所
に
現
代
美
術
の
世
界
的

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
作
品
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
2
0
0
3
年
10
月
18
日
に
森

タ
ワ
ー
52
・
53
階
に
「
森
美
術
館

（M
A
M

）」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
現

代
芸
術
を
中
心
に
、
国
際
的
な
企
画
展
を

開
催
し
て
い
き
ま
す
。
森
美
術
館
で
は
お

年
寄
り
か
ら
お
子
さ
ん
ま
で
、
ア
ー
ト
に

親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
、
多
く
の

方
々
に
日
常
の
暮
ら
し
の
一
部
と
し
て
ア

ー
ト
を
気
軽
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
環

境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

■
六
本
木
ヒ
ル
ズ
地
区
内
の
施
設

六
本
木
ヒ
ル
ズ
の
中
央
に
建
つ
の
は
地

上
54
階
、
高
さ
2
3
8
m
の
超
高
層
複
合

ビ
ル
「
六
本
木
ヒ
ル
ズ
森
タ
ワ
ー
」
で
す
。

7
階
か
ら
48
階
の
オ
フ
ィ
ス
・
ス
ペ
ー
ス

第
76
回
（
東
京
　
11
月
20
日
）

森
ビ
ル
株
式
会
社

六
本
木
ヒ
ル
ズ

は
基
準
階
の
貸
室
面
積
約
4
、
5
0
0
㎡

で
、
超
高
層
と
し
て
は
世
界
に
も
例
を
見

な
い
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
現
代
の
情
報
社
会
に
適
応
で

き
る
高
速
通
信
回
線
を
備
え
、
ダ
ブ
ル
デ

ッ
キ
型
（
2
階
建
て
）
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
採
用
に
よ
り
、
迅
速
な
動
線
を
確
保
し

ま
し
た
。

耐
震
性
に
つ
い
て
も
、
最
新
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
た
制
振
構
造
に
よ
り
、

震
度
7
ク
ラ
ス
の
地
震
に
対
し
て
も
安
全

性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
地
区
は
東
京
ガ
ス
と
の
共

同
事
業
に
よ
り
、
大
規
模
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
廃
熱
を
利
用
し
た

地
域
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
を
確
立
、
地
区
全

体
へ
電
力
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
電
気

と
熱
の
効
率
利
用
に
よ
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
貢
献
す
る
だ
け
で
な
く
、
東
京
電
力

か
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
回
線
、
石
油
で
の

自
家
発
電
装
置
に
よ
り
、
電
力
供
給
に
も

万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

都
市
基
盤
整
備
と
し
て
は
、
こ
の
開
発

で
地
区
内
を
新
た
に
全
長
4
0
0
m
の
公

道
「
六
本
木
け
や
き
坂
通
り
」
が
貫
通
し

た
ほ
か
、
環
状
3
号
線
と
六
本
木
通
り
の

平
面
接
続
も
実
現
し
ま
し
た
。「
六
本
木

け
や
き
坂
通
り
」
は
そ
の
名
の
と
お
り
、

「
け
や
き
」
が
道
の
両
側
に
街
路
樹
と
し

て
植
え
ら
れ
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
な
ど
は

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
美
し
く
飾
ら
れ
ま

す
。け

や
き
坂
通
り
沿
い
に
は
、
世
界
の
ブ

ラ
ン
ド
を
集
め
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
エ
リ
ア

が
広
が
り
ま
す
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
エ
リ
ア

は
他
に
も
4
層
吹
き
抜
け
の
ガ
レ
リ
ア
空

間
「
ウ
エ
ス
ト
ウ
ォ
ー
ク
」、
地
下
鉄
日

比
谷
線
コ
ン
コ
ー
ス
に
繋
が
る
「
メ
ト
ロ

ハ
ッ
ト
・
ハ
リ
ウ
ッ
ド
プ
ラ
ザ
」、
毛
利

庭
園
に
面
し
た
「
ヒ
ル
サ
イ
ド
」
が
あ
り

ま
す
。
六
本
木
ヒ
ル
ズ
全
域
に
配
置
さ
れ

た
約
1
2
0
の
物
販
、
約
90
の
レ
ス
ト
ラ

ン
は
、
い
ず
れ
も
「
こ
こ
で
し
か
得
ら
れ

な
い
特
長
を
持
っ
た
店
＝
ワ
ン
　
ア
ン
ド

オ
ン
リ
ー
（one

&
only

）」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
て
い
ま
す
。

ホ
テ
ル
施
設
も
、
3
9
0
室
の
客
室
、

13
の
宴
会
場
施
設
な
ど
を
備
え
た
「
グ
ラ

ン
ド
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京
」
が
、
新
た
に
オ

ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

文
化
施
設
と
し
て
は
、
森
タ
ワ
ー
最
上

層
に
位
置
し
、
森
美
術
館
、
東
京
シ
テ
ィ

ビ
ュ
ー
（
展
望
台
）、
六
本
木
ヒ
ル
ズ
ク

ラ
ブ
、
六
本
木
ア
カ
デ
ミ
ー
ヒ
ル
ズ
か
ら

な
る
複
合
文
化
施
設
「
森
ア
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
」
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
朝
日
、
9
つ
の
ス

ク
リ
ー
ン
と
最
新
音
響
装
置
を
持
つ
複
合

映
画
館
「
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
シ
ネ
マ
ズ
六
本
木

ヒ
ル
ズ
」
が
あ
り
ま
す
。
24
時
間
バ
イ
リ

ン
ガ
ル
対
応
の
フ
ロ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
に
加

え
、
様
々
な
間
取
り
を
備
え
た
住
宅
棟
六

1）公共用地・宅地面積�

土地利用の比較�

2）用途別建物床�

〈従前〉� 〈再開発後〉�

〈従前〉� 〈再開発後〉�

公共用地�

宅　　地�

計�

15,208m2（14％）�

95,109m2（86％）�
うち私道部分＝約3,000m2

110,317m2（100％）�

〈従前〉�

面積、構成比�

公共用地�

宅　　地�

計�

25,516m2（23％）�

84,801m2（77％）�

110,317m2（100％）�

面積、構成比�

面積、構成比� 面積、構成比�

住　宅 30,650m2 （26％）�

文　化 － － �

情　報 36,755m2 （31％）�

商　業 13,832m2 （12％）�

宿　泊 － －�

業　務 26,191m2 （22％）�

その他 9,403m2 （8％）�

　計　 116,831m2 （100％）�

住　宅 118,798m2 （19％）�

文　化 35,256m2 （6％）�

情　報 63,897m2 （10％）�

商　業 85,120m2 （13％）�

宿　泊 53,217m2 （8％）�

業　務 264,232m2 （41％）�

その他 16,325m2 （3％）�

　計　 638,847m2 （100％）�



本
木
ヒ
ル
ズ
レ
ジ
デ
ン
ス
で
は
、
都
心
生

活
で
の
多
彩
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
満
喫

で
き
ま
す
。

■

自
然
と
の
共
生
を
視
野
に
入
れ
た

開
発再

開
発
を
行
う
際
、
自
然
と
の
調
和
・

環
境
へ
の
配
慮
は
極
め
て
重
要
で
す
。
そ

う
考
え
、
建
物
を
集
約
・
高
層
化
し
て
生

み
出
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
積
極

的
に
緑
化
し
て
い
ま
す
。
六
本
木
ヒ
ル
ズ

内
に
は
6
、
8
0
0
本
の
樹
木
が
あ
り
、

さ
ら
に
は
可
能
な
限
り
の
屋
上
緑
化
も
試

み
ま
し
た
。
4
、
3
0
0
㎡
を
誇
る
本
格

的
な
回
遊
式
の
日
本
庭
園
「
毛
利
庭
園
」

の
毛
利
池
に
は
、
宇
宙
か
ら
毛
利
衛
さ
ん

が
持
ち
帰
っ
て
き
た
「
宇
宙
メ
ダ
カ
」
が

元
気
に
泳
い
で
い
ま
す
。
51
本
の
け
や
き

が
4
0
0
m
に
わ
た
っ
て
連
な
る
「
六
本

木
け
や
き
坂
通
り
」、
緑
の
マ
ウ
ン
ド
が

印
象
的
な
「
66
プ
ラ
ザ
」
な
ど
、
四
季

折
々
の
表
情
が
街
を
彩
り
ま
す
。
ま
た
、

「
け
や
き
坂
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
の
屋
上

庭
園
に
は
水
田
を
設
け
ま
し
た
。
こ
こ
で

地
域
の
小
学
生
を
招
待
し
て
、
田
植
え
や

稲
刈
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
け
や
き
坂
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の

屋
上
庭
園
は
制
振
装
置
「
グ
リ
ー
ン
マ
ス

ダ
ン
パ
ー
」
と
し
て
も
機
能
し
、
環
境
へ

の
配
慮
と
耐
震
性
の
確
保
を
同
時
に
実
現

し
ま
す
。

質
疑
応
答17

年
か
か
っ
て
、
再
開
発
が
成
功

し
た
秘
訣
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す

か
？

17
年
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
、
と

い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
す
。
も

と
も
と
こ
の
地
区
に
い
ら
し
た
約
5
0
0

名
の
地
権
者
の
う
ち
、
約
1
0
0
名
は
再

開
発
の
趣
旨
は
理
解
し
な
が
ら
も
、
な
か

な
か
完
成
の
目
途
が
立
た
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
地
域
外
へ
転
出
さ
れ
た
の
で
す
。

残
っ
た
4
0
0
名
の
地
権
者
が
再
開
発
組

合
を
結
成
、
こ
の
組
合
が
核
と
な
り
、
年

間
1
0
0
回
を
超
え
る
会
合
を
持
ち
ま
し

た
。
そ
う
や
っ
て
根
気
よ
く
研
究
・
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
く
う
ち
に
、
自
然
に

「
自
分
た
ち
の
街
を
つ
く
る
」
と
い
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
意
識
も
育
っ
て
き
ま
し

た
。
わ
れ
わ
れ
森
ビ
ル
が
以
前
手
掛
け
た

ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
で
の
開
発
実
績
が
、
住
民

の
理
解
を
得
る
上
で
大
い
に
役
立
ち
ま
し

た
。
住
民
に
ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
を
見
て
も
ら

う
こ
と
で
、
計
画
図
面
か
ら
だ
け
で
は
な

く
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
成
し
た
後

の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
森
ビ
ル
で
は
社
員
の
う
ち
2
0

0
名
が
港
区
に
住
ん
で
お
り
、
社
員
全
員

が
救
急
救
命
士
の
資
格
を

有
し
て
い
ま
す
。
社
員
が

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

中
で
防
災
要
員
と
し
て
組

織
さ
れ
、
住
民
と
の
一
体

感
を
持
つ
の
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。こ

う
し
た
新
し

い
ビ
ル
が
で
き

る
の
は
結
構
な
の
で
す

が
、
古
い
ビ
ル
か
ら
テ
ナ

ン
ト
が
流
失
し
、
新
し
い

都
市
問
題
が
生
ま
れ
ま
せ

ん
か
？

新
し
く
ビ
ル
を

建
て
て
も
、
バ

ブ
ル
期
と
は
異
な
り
、
あ
ま
り
高
い
家
賃

は
取
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
単
に
新
し

い
と
い
う
理
由
だ
け
で
テ
ナ
ン
ト
の
流
動

化
は
起
き
ま
せ
ん
。
現
代
は
情
報
化
の
時

代
で
す
。
こ
れ
に
対
応
で
き
る
ビ
ル
が
日

本
に
な
け
れ
ば
、
国
際
企
業
は
日
本
を
通

過
し
、
ア
ジ
ア
で
の
拠
点
を
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
や
上
海
に
移
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
結
果
と
し
て
、
産
業
の
空
洞
化
が
進

み
ま
す
。
情
報
化
時
代
に
対
応
し
た
機
能

を
持
つ
ビ
ル
へ
の
需
要
は
高
い
と
思
い
ま

す
。
こ
う
し
た
理
由
で
テ
ナ
ン
ト
の
流
動

が
起
き
、
空
い
た
ビ
ル
は
む
し
ろ
再
開
発

の
機
と
と
ら
え
る
よ
う
な
積
極
的
姿
勢
が

大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

都
心
を
再
開
発
す
る
意
義
と
、
建

物
の
高
層
化
に
伴
う
環
境
へ
の
影

響
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

世
界
の
大
都
市
を
比
較
す
る
ミ

ニ
チ
ュ
ア
都
市
模
型
を
み
る
と
、

東
京
の
「
空
」
は
過
疎
で
、
開
発
余
地
が

十
分
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。一
方
で
、

東
京
都
心
部
へ
通
勤
す
る
人
々
の
平
均
通

勤
時
間
は
片
道
72
分
で
す
。
他
の
大
都
市
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と
比
較
し
て
も
長
く
、
い
か
に
多
大
な
時

間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
耗
し
て
い
る
か
が

わ
か
り
ま
す
。
一
例
と
し
て
、
東
京
と
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
昼
夜
間
人
口
の
変
化
を
見

て
み
ま
し
ょ
う
。
東
京
の
都
心
4
区
（
千

代
田
、
中
央
、
港
、
新
宿
）
の
人
口
は
、

昼
が
3
5
0
万
人
、
夜
が
55
万
人
で
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は
昼
が

3
4
0
万
人
で
、
東
京
と
あ
ま
り
差
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
夜
は
1
5
0
万
人
と
東
京

の
約
3
倍
で
す
。
東
京
が
職
住
近
接
か
ら

い
か
に
か
け
離
れ
た
環
境
で
あ
る
か
が
分

か
り
ま
す
。

東
京
で
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、

ま
ず
十
分
な
耐
震
性
を
備
え
た
超
高
層
ビ

ル
で
「
過
疎
」
と
な
っ
て
い
る
空
間
を
高

度
利
用
し
、
建
物
の
集
約
・
超
高
層
化
を

図
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
を
緑
化
し
、
豊
か
な
都
市
環

境
を
実
現
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
方
法
が
有

効
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

超
高
層
化
に
伴
う
電
波
障
害
、
日
照
、

ビ
ル
風
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
研
究

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
事
前
査
定
）
を
行

い
、
問
題
解
決
に
努
め
な
が
ら
、
日
本
の

都
市
再
生
に
さ
ら
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

出席者の感想から

懇談会で都市開発のポリシー、地道な努力、運営シス

テムなどを知ることができました。17年の歳月をかけ

て夢・理想を追求する担当者の熱意を感じました。ま

た、会員の意見や質問から、新たな視点にも気付かさ

れました。

●

合意形成に17年かけ、共に地域に住み、お御輿や雪か

き、そして災害時の救急救命まで担っているという話

を聞き、森ビルに対するイメージも大きく変わりまし

た。

●

見学会に参加するまでは、これまでの様々な「建設」

や「開発」と変わらないのではないかと、懐疑的に考

えていました。しかし、森ビルの再開発に対する高い

理想と統一されたグランドデザインがあったからこそ、

多くの地権者の同意も得られたのだと改めて納得がい

きました。

●

丸ビル、汐留、品川、そして六本木ヒルズと見て思う

ことは、それぞれの超高層ビルが地域の生活とどうか

かわっているかです。従来の商店街や地域住民が新し

いプロジェクトとどう共生していくか見守りたいと思

いました。

●

昔の映画「タワーリングインフェルノ」の記憶が残っ

ており、高層ビル災害に恐怖を持っていましたが、地

震・停電などに対して、戸建ての私の家よりも安全な

ことが分かりました。防災費用と復興費用のバランス

を改めて考える機会となりました。

森ビル株式会社



■
な
ぜ
、
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
必
要
か

自
動
車
製
造
業
は
わ
が
国
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
産
業
に
成
長
し
ま
し
た
。
そ
の
一
方

で
、
年
間
約
5
0
0
万
台
と
い
わ
れ
る
使

用
済
み
自
動
車
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
対

応
が
後
手
に
回
っ
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。
こ
れ
ら
は
、
解
体
業
者
に
お
い
て
リ

サ
イ
ク
ル
処
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
瀬

戸
内
海
な
ど
で
世
間
の
注
目
を
集
め
た
よ

う
に
、
大
量
に
発
生
す
る
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

ダ
ス
ト
（
最
終
破
砕
物
）
の
不
法
投
棄
問

題
が
表
面
化
し
、
最
終
処
分
に
関
し
て
多

く
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
廃
車

の
離
島
や
過
疎
地
、
空
き
地
へ
の
不
法
投

棄
、
野
積
み
な
ど
が
そ
れ
で
、
我
々
の
日

常
生
活
を
脅
か
す
場
面
も
散
見
さ
れ
ま

す
。車

を
大
量
生
産
す
る
現
代
、
車
を
製
造

か
ら
消
費
ま
で
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
中
で
ど
の

よ
う
に
循
環
さ
せ
た
ら
よ
い
の
か
、
い
ま

各
方
面
で
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
の
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
西
日
本
オ
ー
ト
リ
サ
イ
ク
ル
と
は

車
の
解
体
作
業
に
お
い
て
、
シ
ュ
レ
ッ

ダ
ー
ダ
ス
ト
を
出
さ
な
い
「
シ
ュ
レ
ッ
ダ

ー
レ
ス
」
を
掲
げ
、
再
利
用
・
再
生
可
能

な
部
材
の
徹
底
回
収
を
行
っ
て
い
る
の

が
、
西
日
本
オ
ー
ト
リ
サ
イ
ク
ル
で
す
。

2
0
0
2
年
度
で
既
に
90
％
を
超
え
る
リ

サ
イ
ク
ル
率
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
2
0

0
5
年
に
は
95
％
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
達

成
す
る
見
込
み
で
す
。
こ
れ
は
国
が
2
0

1
5
年
に
目
指
し
て
い
る
レ
ベ
ル
で
、
そ

れ
を
10
年
前
倒
し
で
達
成
す
る
こ
と
と
な

り
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

西
日
本
オ
ー
ト
リ
サ
イ
ク
ル
は
1
9
9

9
年
、
吉
川
工
業
（
株
）
と
三
井
物
産

（
株
）、
新
日
本
製
鐵
（
株
）、
日
鐵
運
輸

（
株
）、
九
州
メ
タ
ル
産
業

（
株
）
が
株
主
と
な
り
、
資

本
金
1
億
円
で
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
操
業
開
始
は
2

0
0
0
年
2
月
か
ら
で
す
。

株
主
の
吉
川
工
業
は
、
新

日
鐵
の
協
力
会
社
と
し
て

1
9
2
0
年
に
創
業
さ
れ

た
地
場
企
業
で
す
。
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
処
理
に
関
し
て

は
、
80
年
間
の
長
き
に
わ

た
っ
て
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

が
あ
り
ま
す
。
シ
ュ
レ
ッ
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第
77
回
（
福
岡
　
12
月
19
日
）

西
日
本

オ
ー
ト
リ
サ
イ
ク
ル
株
式
会
社

ダ
ー
ダ
ス
ト
の
問
題
が
世
間
の
注
目
を
集

め
て
き
た
の
と
軌
を
一
に
し
て
、
鉄
を
め

ぐ
る
も
う
ひ
と
つ
の
問
題
が
顕
在
化
し
て

い
ま
し
た
。
鉄
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
品
質
低
下
が
目
立
ち

は
じ
め
、
高
品
位
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
ど

う
や
っ
て
確
保
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
問

題
で
す
。

従
来
、
外
装
パ
ー
ツ
、
機
能
パ
ー
ツ
を

除
い
た
後
の
廃
車
ガ
ラ
は
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ

ー
業
者
に
持
ち
込
ま
れ
て
破
砕
処
理
さ

れ
、
残
っ
た
ダ
ス
ト
（
最
終
破
砕
物
）
は

埋
め
立
て
に
回
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
中
に
は
、
鉛
、
水
銀
、
油
な
ど

が
含
ま
れ
て
お
り
、
適
正
に
処
理
さ
れ
な

け
れ
ば
、
環
境
汚
染
の
原
因
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

吉
川
工
業
は
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に

は
、
徹
底
し
た
部
材
回
収
し
か
な
い
と
い

う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
1
9
9
6
年
、

自
動
車
製
造
時
の
組
み
立
て
ラ
イ
ン
に
ヒ

ン
ト
を
得
て
、「
一
直
線
上
の
自
動
車
解

体
ラ
イ
ン
」
を
世
界
で
初
め
て
確
立
し
ま

し
た
。
こ
の
方
式
に
日
本
自
動
車
工
業
会

も
注
目
し
、
1
9
9
6
年
か
ら
共
同
分
解

実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
1
年
後
の
1
9

9
7
年
に
、
北
九
州
市
が
「
北
九
州
エ
コ

タ
ウ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
、
響
灘
地
区
に

総
合
環
境
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
1
9
9
9
年
、

吉
川
工
業
に
蓄
積
さ
れ
た
技
術
、
ノ
ウ
ハ

ウ
を
ベ
ー
ス
に
、
西
日
本

オ
ー
ト
リ
サ
イ
ク
ル
が
設

立
さ
れ
た
の
で
す
。

■
会
社
の
立
地

西
日
本
オ
ー
ト
リ
サ
イ

ク
ル
は
、
若
松
区
の
響
灘

工
業
団
地
内
の
「
総
合
環

境
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
・
リ
サ

イ
ク
ル
団
地
」
地
区
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地

区
は
北
九
州
市
エ
コ
タ
ウ

ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
整

備
さ
れ
た
エ
リ
ア
で
す
。

エ
コ
タ
ウ
ン
は
、
各
種
リ

サ
イ
ク
ル
施
設
が
集
合
す

る
「
総
合
環
境
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
・
リ
サ
イ
ク
ル
団
地
」

と
、
大
学
・
県
・
市
の
研

究
所
な
ど
が
置
か
れ
て
い

る
「
実
証
研
究
エ
リ
ア
」

で
構
成
さ
れ
ま
す
。
環
境

リ
サ
イ
ク
ル
の
試
み
を
産

学
で
追
求
す
る
巨
大
実
験

場
の
趣
が
あ
り
ま
す
。

■
自
動
車
解
体
の
プ
ロ
セ

ス
自
動
車
解
体
は
次
の
よ

う
な
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
り

ま
す
。
①
リ
サ
イ
ク
ル
部

作業フロー
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品
（
ド
ア
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
等
）
を
回

収
す
る
「
パ
ー
ツ
回
収
工
程
」、
②
車
内

の
各
種
液
状
資
源
を
回
収
す
る
「
液
抜
き

工
程
」、
③
内
装
・
内
蔵
品
（
シ
ー
ト
・

タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
等
）
を
回
収
す
る

「
前
処
理
工
程
」、
④
主
要
部
品
（
エ
ン
ジ

ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
排
気
系
部
品
類
等
）

を
回
収
す
る
「
解
体
工
程
」、
⑤
非
鉄
部

品
を
回
収
す
る
「
非
鉄
回
収
工
程
」、
⑥

残
っ
た
廃
車
ガ
ラ
を
サ
イ
コ
ロ
型
に
プ
レ

ス
す
る
「
プ
レ
ス
工
程
」
で
す
。
図
で
流

れ
を
見
る
と
わ
か
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。

自
動
車
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
く
プ
ロ
セ

ス
を
、
ち
ょ
う
ど
逆
に
見
れ
ば
よ
い
の
で

す
。こ

の
分
解
ラ
イ
ン
の
確
立
に
伴
い
、
時

間
効
率
も
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
吉

川
工
業
時
代
の
1
日
23
台
だ
っ
た
解
体
数

も
45
台
に
伸
び
て
い
ま
す
。

徹
底
し
た
解
体
を
行
っ
た
結
果
、ド
ア
、

エ
ン
ジ
ン
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
、
ド
ラ
イ

ブ
シ
ャ
フ
ト
、
シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ
ソ
ー
バ
ー

な
ど
回
収
さ
れ
た
部
品
は
、
補
修
・
美
化

さ
れ
て
部
品
市
場
に
提
供
さ
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
「
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ
」
は
、
多

様
な
車
種
の
あ
ら
ゆ
る
部
品
に
及
び
、
価

格
も
新
品
の
半
値
以
下
な
の
で
人
気
を
集

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
金
属
の
再
利
用
と
し
て
は
、
鉄

は
近
く
の
八
幡
製
鐵
所
の
転
炉
に
入
れ
ら

れ
、
再
び
高
級
な
鉄
製
品
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。
回
収
さ
れ
た
鉄
に
付
着
し
て
い

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
、
転
炉
の
中
で
は
加

熱
原
料
と
な
り
、
金
属
溶
解
の
効
率
を
高

め
る
働
き
を
し
ま
す
。

鉄
や
ア
ル
ミ
な
ど
で
で
き
て
い
る
エ
ン

ジ
ン
は
溶
解
炉
に
入
れ
、
融
点
の
違
い
を

利
用
し
て
ア
ル
ミ
と
鉄
に
分
別
回
収
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
自
動
車
工
場
な
ど

に
金
属
原
料
と
し
て
納
品
さ
れ
て
お
り
、

文
字
通
り
、
自
動
車
か
ら
自
動
車
が
生
ま

れ
て
い
く
の
で
す
。

一
方
、
回
収
し
た
部
品
の
う
ち
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
や
ガ
ラ
ス
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
処
理
す
べ
き
か
ま
だ
課
題
が
残
っ
て

お
り
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法

2
0
0
5
年
1
月
に
、「
使
用
済
み
自

動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
」

（
通
称：
「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
」）
が

施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、
消

費
者
は
新
車
購
入
時
に
、
廃
車
時
の
処
理

費
用
と
し
て
一
定
料
金
を
前
納
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

（
既
保
有
者
は
法
施
行
後
の
第
1
回
車
検

時
に
納
入
）。

こ
の
シ
ス
テ
ム
作
り
は
現
在
、
国
レ
ベ

ル
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
使
用
済
み
自

動
車
を
い
か
に
環
境
に
や
さ
し
く
処
理
す

る
か
は
非
常
に
重
要
な
問
題
で
す
。
こ
れ

は
「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
に
よ
り
解

決
さ
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
西
日
本
オ

ー
ト
リ
サ
イ
ク
ル
は
こ
の
分
野
を
切
り
開

い
て
い
く
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、
さ
ら
に

高
度
な
処
理
法
の
研
究
を
進
め
て
い
く
考

え
で
す
。シ

ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
は
今
後

ど
う
処
分
す
る
の
で
し
ょ
う

か
？

自
動
車
自
体
の
軽
量
化
に
伴
い
、

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
の
大
部

分
を
占
め
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
樹
脂
の

使
用
量
は
さ
ら
に
増
え
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。こ
れ
を
処
理
で
き
る
施
設
を
現
在
、

全
国
に
10
カ
所
程
度
建
設
中
で
す
が
、
今

後
は
こ
れ
を
さ
ら
に
増
や
す
方
向
で
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

リ
サ
イ
ク
ル
を
念
頭
に
、
車
の
製

造
過
程
で
も
改
善
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
？

A Q

Q
&
A

Q

ド
イ
ツ
な
ど
で
は
リ
サ
イ
ク
ル

法
で
、
原
材
料
の
集
約
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
も
解
体
し
や
す

さ
を
考
え
な
が
ら
、
製
造
を
進
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
冷
却
液
の
回
収
な
ど

は
欧
州
車
の
方
が
簡
単
で
す
。
日
本
の
メ

ー
カ
ー
か
ら
多
く
の
見
学
者
が
当
社
に
見

え
ま
す
が
、
こ
う
し
た
点
を
見
習
っ
て
製

造
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
部
品
の
流
通
に
つ

い
て
、
解
説
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
で
は
年
間
5
0
0
万
台
が

廃
車
と
な
り
ま
す
。
使
用
年
数

は
平
均
10
年
で
す
。
車
検
時
、
傷
が
少
々

あ
っ
た
だ
け
で
車
検
が
通
ら
ず
、
廃
車
に

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

中
古
部
品
を
も
っ
と
活
用
す
れ
ば
、
買
い

替
え
コ
ス
ト
も
削
減
で
き
ま
す
。
自
動
車

部
品
の
中
古
パ
ー
ツ
を
ネ
ッ
ト
で
販
売
し

て
い
る
会
社
は
、
全
国
に
12
社
ほ
ど
あ
り

ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ
と
し
て
、
取

り
扱
う
部
品
の
50
％
は
外
装
パ
ー
ツ
で

す
。
日
本
の
中
古
部
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
ま

だ
5
％
程
度
で
、
欧
米
の
30
〜
40
％
（
3
、

0
0
0
億
〜
4
、
0
0
0
億
円
／
年
）
に

比
べ
る
と
、
ま
だ
ま
だ
未
成
熟
で
す
。
こ

れ
か
ら
成
長
の
余
地
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、
西

日
本
オ
ー
ト
リ
サ
イ
ク
ル
に
と

っ
て
ど
ん
な
影
響
が
あ
り
ま
す
か
？

営
業
上
は
追
い
風
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
フ
ロ
ン
や
エ
ア
バ
ッ

グ
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
処
理
費
が
預
託

金
か
ら
出
ま
す
。
ま
た
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

ダ
ス
ト
を
出
さ
な
い
企
業
に
は
、
相
応
の

処
理
費
が
出
ま
す
。
当
社
は
現
在
1
日
8

時
間
で
1
、
0
0
0
台
の
処
理
が
可
能
で

す
が
、こ
れ
を
3
交
代
制
と
す
る
こ
と
で
、

3
、
0
0
0
台
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
文
責
　
主
任
研
究
員
　
立
田
邦
夫
）

専
門
研
究
員
　
山
田
俊
彦
）

出席者の感想から

廃車から状態の良いエンジンなどは、取り外さ
れているのだろうとは思っていたが、実に
95％に近いリサイクル率を目指しているとは
びっくりしました。環境のためにも、ぜひがん
ばっていただきたいと思います。このようなリ
サイクルが採算面でも大きく飛躍し、安定した
会社になれるよう、我々消費者も応援したいと
思います。

●

社長自らの詳しいご説明に、リサイクルへの取
り組みに対する熱意が感じられました。メーカ
ー・車種の違う車の部品を、手作業によって取
り外していく様子は、まさに職人技でした｡中
古部品の販売をしているが、新品同様、クレー
ムはないという話を友人たちに話しましたが、
認知度ゼロでした。これからも友人に教えてい
きたいと思います。

●

自動車業界の方々の見学が多いとのことでした
が、一般市民や子どもたちにも多く見学しても
らい、私たちの生活と地球環境問題は切っても
切り離せない問題であるということを、認識し
てもらう必要があると思います。

●

「自動車リサイクル法」ができなくても、製造
する企業や販売する企業が、自らリサイクルに
努力する姿勢があってもよいのではないかと思
った。

●

北九州市のエコタウンを初めて見学したが、地
方自治体の取り組みに感心するとともに、西日
本オートリサイクルのような企業が生まれた環
境が理解できた。自動車リサイクル法の施行を
目前にして、今回の企画はタイミングが良く、
内容もすばらしいものだった。

西日本オートリサイクル 株式会社

AQA

A

Q
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『ネットワーク通信 秋号』を読んで『ネットワーク通信 秋号』を読んで

「社会広聴会員」からのご意見・ご感想

NO.18NO.18

は
テ
レ
ビ
を
見
た
と
思
っ
て
い
る
と
い

う
千
葉
大
学
の
向
山
氏
の
話
は
、
興
味

深
か
っ
た
。
ま
た
、
ゆ
と
り
教
育
は
あ

ま
り
役
立
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
は
ゆ
と
り
よ
り
、「
厳
し
さ
」
を
教
え

る
べ
き
で
は
、
と
思
い
ま
し
た
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
教
育
と
学
校
は
イ
コ
ー
ル
で
は
な
く
、

子
供
の
人
間
性
は
家
庭
や
地
域
社
会
で

育
む
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
昔
か
ら
変

わ
っ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
世
代
間
で
考
え
方
が
違
う
の

で
す
ね
。
若
い
世
代
は
学
校
の
み
に
過

剰
な
期
待
を
か
け
過
ぎ
で
は
な
い
か
、

ま
た
自
ら
の
役
割
を
放
棄
し
て
い
な
い

か
、
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
制
度
の
問

題
よ
り
も
、
親
の
世
代
が
そ
れ
ぞ
れ
持

つ
考
え
方
の
問
題
の
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
家
族
以
外
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
が
、
学
校
に
し
か
な
い
こ

と
が
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
も
表
れ
て

い
る
と
思
う
。
社
会
全
体
が
横
の
つ
な

が
り
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
一
番
問
題
な
の
で
は
と
思
い
ま

す
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
「
ゆ
と
り
教
育
」
が
人
間
の
形
成
に

役
立
っ
て
い
る
か
と
い
う
質
問
で
、
4

割
が
役
立
っ
て
い
る
と
思
わ
な
い
と
い

う
回
答
に
は
少
し
驚
い
た
。
ま
だ
子
供

が
小
さ
い
の
で
実
感
と
し
て
わ
か
ら
な

い
が
、
文
部
科
学
省
、
学
校
、
親
の
考

え
方
に
認
識
の
違
い
が
あ
る
よ
う
な
気

が
し
た
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
現
在
の
不
況
や
リ
ス
ト
ラ
と
い
う
厳

し
い
状
況
に
よ
り
、
共
働
き
や
過
酷
な

残
業
な
ど
が
増
え
た
結
果
、
家
族
全
員

が
そ
ろ
う
時
間
が
減
り
、
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
を
と
る
機
会
も
減
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で
親

の
愛
を
感
じ
ら
れ
る
。
私
も
小
さ
い
頃
、

親
に
抱
き
し
め
ら
れ
た
時
、
安
心
感
を

得
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
ま
だ
自
分
で
子
育
て
を
し
て
い
な
い

の
で
、
あ
ま
り
実
感
は
わ
か
な
い
。
し

つ
け
や
道
徳
教
育
が
家
庭
で
十
分
に
で

き
る
か
と
い
う
の
は
、
私
た
ち
親
世
代

や
現
在
の
社
会
の
「
モ
ラ
ル
」
や
「
ル

ー
ル
」
が
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

「
ゆ
と
り
教
育
」
に
つ
い
て
は
、
疑
問
に

思
っ
た
。
親
や
家
庭
、
社
会
の
ゆ
と
り

の
方
が
大
切
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
人
間
形
成
に
お
い
て
、
会
話
が
い
か

に
大
切
で
あ
る
か
認
識
で
き
る
。
現
在

で
は
核
家
族
化
に
よ
り
、
一
層
会
話
の

幅
が
狭
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
い
つ
で
も
家
事
を
優
先
さ
せ
、
一
番

大
切
な
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
忘
れ
て
い
る
。

子
供
が
小
さ
い
時
に
こ
そ
、
必
要
な
こ

と
だ
と
思
う
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
家
庭
で
ル
ー
ル
を
教
え
た
り
、
子
供

と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
妻

任
せ
の
と
こ
ろ
が
あ
る
。
子
供
が
寝
て

か
ら
帰
る
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
た

め
、
そ
の
よ
う
な
時
間
を
と
る
の
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
。
（
30
歳
代
・
男
性
）

●
仕
事
上
、
毎
日
会
話
す
る
、
あ
る
い

は
食
事
を
一
緒
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
環
境
な
の
で
、
交

換
日
記
、
電
話
、
F
A
X
等
々
と
で
き

る
限
り
工
夫
は
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
校
に
お
け
る
責
任
も
そ
う
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
家
庭
が
大
切
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
40
歳
代
・
男
性
）

●
「
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
ま
ま
の
会
話
」

は
、
親
は
会
話
を
し
た
と
思
い
、
子
供

「
教
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

に
つ
い
て

●
子
供
に
対
す
る
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
度
は
男
女
に
よ
っ

て
違
い
が
出
る
の
は
、
日
ご
ろ
の
生
活

（
男
性
は
仕
事
中
心
、
女
性
は
家
庭
中
心
）

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
は
男
性
も

家
庭
を
顧
み
る
機
会
を
増
や
す
必
要
が

あ
る
。

（
50
歳
代
・
男
性
）

●
小
学
校
入
学
前
に
ル
ー
ル
や
規
則
を

教
え
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
親
が
多
い

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
子
供
を
観
察
し

て
い
る
限
り
、
ル
ー
ル
・
規
則
を
承
知

し
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
親
の
レ

ベ
ル
が
問
題
だ
と
考
え
ま
す
（
甘
過
ぎ

る
か
、
親
自
体
が
ル
ー
ル
・
規
則
を
知

ら
な
い
で
育
っ
て
い
ま
す
）。

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
自
分
が
「
し
つ
け
を
し
た
」
と
思
う

の
と
、
し
つ
け
ら
れ
る
側
が
そ
れ
を
身

に
つ
け
る
の
と
は
、
全
く
違
う
こ
と
な

の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
数
字
か
ら
う
か

が
え
ま
し
た
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
「
入
学
前
に
ル
ー
ル
や
規
則
を
教
え

た
か
」
で
、
40
歳
代
は
教
え
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
っ
て
い
る
の
に
、
60
歳
以

上
が
最
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
子
育

て
中
は
誰
で
も
き
ち
ん
と
教
え
た
つ
も

り
で
い
て
も
、
我
が
子
が
30
・
40
歳
代

に
な
り
、
子
育
て
が
終
わ
っ
た
時
点
で
、

自
分
の
子
育
て
の
失
敗
を
反
省
す
る
よ

う
な
回
答
に
な
っ
た
た
め
か
と
思
っ

た
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
「
他
人
を
思
い
や
る
心
」
の
形
成
の

場
と
し
て
は
、
家
庭
で
の
教
育
・
し
つ

け
が
大
切
で
あ
る
と
、
60
歳
代
の
経
験

か
ら
思
い
ま
す
。
人
間
性
の
形
成
に
は

家
庭
で
の
教
育
・
し
つ
け
と
と
も
に
、

「
地
域
社
会
」
の
活
用
が
大
切
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
子
供
は
欲
し
い
が
、
少
年
犯
罪
が
増

え
て
い
る
今
の
時
代
、
自
分
の
子
供
が

ま
と
も
に
育
っ
て
く
れ
る
か
、
ま
た
育

て
ら
れ
る
か
不
安
だ
。（
20
歳
代
・
女
性
）

●
他
者
と
の
ふ
れ
あ
い
が
少
な
く
な
っ

た
現
代
の
子
供
が
、
精
神
的
に
弱
い
の

は
当
然
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
他
者
と

の
関
係
の
中
で
、「
集
団
の
中
の
自
分
」

が
育
っ
て
い
く
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
も
っ
と
前
に
出
て
こ
ら
れ
る
子

供
に
な
る
た
め
に
は
、
小
さ
い
時
か
ら
、

精
神
的
に
う
た
れ
強
く
な
る
よ
う
な
訓

練
が
必
要
な
の
で
は
…
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
子
供
の
環
境
と
い
う
の
は
、
め
ま
ぐ

る
し
く
変
化
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
24
歳
で
す
が
、
3
つ
く
ら
い
の
年

齢
差
で
考
え
方
・
感
じ
方
に
ギ
ャ
ッ
プ

を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
代
の

社
会
は
次
々
と
新
し
い
技
術
や
知
識
が

生
ま
れ
、
古
い
考
え
方
・
文
化
が
軽
視

さ
れ
が
ち
で
す
。
子
供
は
移
り
変
わ
る

変
化
に
は
適
応
し
て
い
ま
す
が
、
根
底

に
あ
る
信
念
と
い
う
も
の
が
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

（
20
歳
代
・
男
性
）

●
子
供
た
ち
が
引
き
起
こ
す
問
題
を
見

て
、
大
人
社
会
の
モ
ラ
ル
の
低
下
を
感

じ
て
い
る
大
人
が
ど
れ
ほ
ど
い
る
で
し

ょ
う
か
。
モ
ラ
ル
の
低
下
を
社
会
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
活
動
に

期
待
し
ま
す
。

（
30
歳
代
・
男
性
）

●
転
勤
族
の
夫
と
と
も
に
、
5
つ
の
異

な
る
地
域
で
子
育
て
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
経
験
か
ら
思
っ
た
こ
と
は
、

地
域
に
よ
っ
て
は
、
す
ば
ら
し
い
子
育

て
共
同
体
が
成
立
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
講
演
会
に
あ
っ
た
「
基
本
は

地
域
社
会
」
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
大
き

く
う
な
ず
け
ま
す
。
（
30
歳
代
・
女
性
）

●
全
て
の
物
が
手
に
入
り
、
生
き
る
こ

と
に
苦
労
し
な
い
今
の
子
供
。
今
の
子

供
は
、
自
分
に
自
信
が
な
く
、
自
分
の

こ
と
を
愛
せ
な
い
。
こ
の
国
は
す
ば
ら

し
い
、
そ
し
て
、
自
分
も
す
ば
ら
し
い

存
在
で
あ
る
こ
と
を
教
え
、
大
人
が
子

供
を
も
っ
と
愛
し
、
自
信
を
つ
け
て
や

ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。
私
も

5
歳
と
1
歳
の
母
で
す
が
、
毎
日
た
く

さ
ん
話
し
、
愛
し
て
い
る
（
つ
も
り
？
）

で
す
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
昔
の
子
供
は
遊
び
を
知
っ
て
い
た
が
、

今
の
子
供
は
遊
び
を
知
ら
な
い
と
い
う

部
分
は
、
確
か
に
そ
の
通
り
と
思
っ
た
。

自
分
が
子
供
の
時
、
子
供
だ
け
で
爆
竹

を
投
げ
た
り
し
て
遊
ん
で
い
た
が
、
今

の
子
供
は
「
危
険
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、

親
が
さ
せ
な
い
だ
ろ
う
。
自
分
の
子
供

を
見
て
も
、「
遊
び
を
知
ら
な
い
」
と
い

う
の
は
よ
く
分
か
る
。
た
だ
、
も
し
自

分
が
子
供
の
時
に
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
が
存

在
し
た
な
ら
、
そ
れ
に
夢
中
に
な
っ
て

い
た
と
思
う
。

（
40
歳
代
・
男
性
）

●
10
年
前
、
20
年
前
の
子
供
た
ち
と
明

ら
か
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
現
実
に
い

つ
ま
で
も
驚
い
て
い
る
場
合
で
は
な
く
、

次
世
代
の
子
供
が
伸
び
伸
び
育
つ
環
境

を
ど
う
作
る
か
に
、
関
心
を
寄
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る

の
が
、
大
人
の
勝
手
な
都
合
優
先
で
作

ら
れ
た
環
境
が
、
ど
う
考
え
て
も
子
供

論
談
倶
楽
部
「
子
供
の
育
ち
の

環
境
を
め
ぐ
っ
て
」
に
つ
い
て
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の
役
に
立
っ
て
い
な
い
こ
と
。
し
つ
け

と
は
別
の
問
題
が
絡
ん
で
い
て
、
教
育

者
や
子
供
の
親
だ
け
に
非
難
を
浴
び
せ

て
済
む
問
題
で
は
決
し
て
な
い
。

（
40
歳
代
・
男
性
）

●
我
が
家
に
も
中
学
生
が
2
人
い
ま
す

が
、
い
ま
中
学
校
で
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

よ
う
で
す
。
昔
は
「
親
の
顔
が
見
た
い
」

と
言
っ
た
も
の
で
す
が
、
今
は
「
親
の

顔
も
見
た
く
な
い
」
状
況
で
す
。
自
宅

以
外
か
ら
登
校
し
、
授
業
に
も
出
な
い

で
、
廊
下
で
パ
ン
を
食
べ
た
り
す
る
生

徒
も
い
る
と
い
い
ま
す
。
社
会
性
が
全

く
育
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
本

当
に
驚
き
で
す
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
今
の
子
供
の
特
徴
は
よ
く
分
か
り
ま

し
た
が
、
ど
う
向
き
合
え
ば
い
い
の
か
、

と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
書
か
れ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ス
ト
レ

ー
ト
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
私
た
ち
は
求
め

て
い
ま
す
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
子
供
の
ど
ん
な
成
長
を
喜
ぶ
の
か
…
、

ど
う
し
て
も
学
校
の
成
績
を
重
視
し
て

し
ま
う
世
の
中
で
す
（
自
分
も
含
め
て
）。

も
っ
と
も
っ
と
子
供
の
長
所
を
認
め
、

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
簡

単
な
よ
う
で
、
難
し
い
問
題
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
の
価
値
観
が
、

「
成
績
の
よ
い
子
供
は
幸
せ
な
一
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
思
い
込
ん
で
し

ま
っ
た
と
こ
ろ
に
、
悲
劇
を
見
る
思
い

で
す
。
親
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。
自
信
と

夢
や
誇
り
を
失
い
、
暴
言
を
吐
き
、
自

分
の
体
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
放
棄
し

て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
子
供
た
ち
が

痛
ま
し
い
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
田
舎
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
地
域
活

動
や
、
家
庭
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
が
多

い
。
地
域
全
体
で
子
供
や
高
齢
者
、
障

害
を
も
つ
方
々
を
見
守
っ
て
い
る
町
で

す
。
子
供
を
育
て
る
環
境
は
と
て
も
よ

く
、
そ
れ
だ
け
で
幸
せ
な
子
育
て
が
で

き
る
の
で
、
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
識
者
の
話
と
し
て
、
新
聞
社
の
方
が

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
マ
ス
コ

ミ
自
体
が
問
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
一
方
的
に
意
見
を
押
し

付
け
て
き
た
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の

メ
デ
ィ
ア
に
猛
省
を
促
し
た
い
。
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
の
先
生
が
ど
れ
だ
け
い
る
の
か

承
知
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
50
歳
代
・
男
性
）

●
子
供
の
成
長
に
つ
い
て
の
満
足
度
が

日
本
36
・
3
％
に
対
し
、
米
は
84
・

5
％
と
聞
い
て
、
親
の
意
識
改
革
で
、

も
っ
と
伸
び
や
か
な
社
会
が
実
現
で
き

る
の
で
は
、
と
思
い
ま
し
た
。

（
50
歳
代
・
男
性
）

●
自
信
を
持
て
な
い
子
供
た
ち
、
子
供

の
成
長
に
満
足
し
て
い
な
い
日
本
の
親

た
ち
。
こ
の
統
計
の
結
果
に
シ
ョ
ッ
ク

を
覚
え
ま
し
た
。
や
は
り
子
供
の
問
題

は
、
大
人
た
ち
の
責
任
だ
と
痛
感
し
ま

し
た
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
考
え
る
力
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
の

指
摘
は
同
感
だ
が
、
有
効
な
提
案
が
さ

れ
て
い
な
い
の
は
残
念
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

●
自
分
の
命
、
他
人
の
命
、
動
物
の
命
、

す
べ
て
の
命
の
大
切
さ
へ
の
認
識
が
薄

い
が
た
め
に
、
道
徳
感
、
正
義
感
、
強

調
性
、
や
さ
し
さ
が
欠
如
し
、
自
分
を

も
大
切
に
し
な
い
。
行
政
、
学
校
、
家

庭
一
丸
と
な
っ
て
、
子
供
の
育
成
に
あ

た
る
必
要
を
は
っ
き
り
と
感
じ
た
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
子
育
て
の
基
本
は
、
す
べ
て
「
家
庭

に
あ
り
」
と
考
え
ま
す
。
悪
い
こ
と
を

し
た
ら
「
悪
い
」
と
き
ち
ん
と
叱
っ
て

や
ら
な
け
れ
ば
。
親
が
真
剣
に
叱
り
、

「
こ
の
子
が
悪
い
こ
と
を
し
た
ら
、
そ
れ

は
私
の
責
任
で
す
」
と
い
う
覚
悟
で
、

正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
子
育
て
す
る
中

で
、
親
も
育
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。

（
60
歳
代
・
女
性
）

●
し
つ
け
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
こ

と
は
納
得
で
き
ま
す
。
子
供
自
身
が
考

え
、
行
動
で
き
る
時
間
も
環
境
も
欠
け

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
日
本
は
、

大
人
も
子
供
も
自
信
を
失
っ
て
い
る
の

が
現
実
で
す
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
識
者
の
考
え
と
違
い
ま
す
が
、
私
は

し
つ
け
が
で
き
て
い
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
今
の
親
が
子
供
の
時
に
ち
ゃ
ん
と

し
た
子
育
て
を
し
て
も
ら
わ
ず
、
親
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
、
し
つ
け
が
受
け
継

が
れ
て
い
な
い
。
子
供
が
育
つ
に
は
、

し
つ
け
を
し
て
く
れ
る
親
と
、
今
は
ほ

と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
豊
か
な

自
然
、
一
緒
に
遊
ぶ
年
上
・
年
下
の
友

だ
ち
が
い
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
考
え
る
力
の
低
下
は
感
じ
る
。
会
社

で
も
、
中
年
に
な
っ
て
も
指
示
待
ち
が

多
く
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
い
と
行
動
で

き
な
い
。
ま
た
、
母
親
の
乳
幼
児
へ
の

「
語
り
か
け
」
の
不
足
に
つ
い
て
は
気
が

付
か
な
か
っ
た
が
、
確
か
に
感
じ
る
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
「
言
葉
が
人
間
を
作
っ
て
い
る
」
と

い
う
話
に
は
、
大
変
共
感
し
ま
す
。
最

近
の
テ
レ
ビ
、
特
に
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
の

類
は
、
こ
れ
を
阻
害
す
る
元
凶
の
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
家
の
手
伝
い
、
自
然
体

験
、
生
活
経
験
が
「
他
人
へ
の
思
い
や

り
」
を
育
て
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

（
60
歳
代
・
男
性
）

●
子
供
が
育
つ
に
は
、
人
と
人
と
の
直

接
の
交
流
が
一
番
大
切
で
あ
る
、
と
い

う
点
に
共
感
し
ま
す
。
確
か
に
、
テ
レ

ビ
・
携
帯
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
の
情
報
機
器
は
直
接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
妨
げ
て
い
る
。
大
学
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
授
業
な
ど
も
同
じ
こ
と

で
、
教
員
と
学
生
の
交
流
は
な
い
。

（
80
歳
代
・
男
性
）

●
林
原
生
物
化
学
研
究
所
の
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
の
生
産
は
、
興
味
深
か
っ
た
。

難
病
治
癒
へ
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
電
化
製
品
の
梱
包
材
料
は
確
か
に
大

げ
さ
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
研
究
を
進

め
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
ス
カ
パ
ー
は
、
以
前
か
ら
気
に
な
る

存
在
で
し
た
。
で
も
、
用
意
さ
れ
た
多

く
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
ど
う
や
っ
て
攻
略

す
る
の
か
を
考
え
る
と
、
と
て
も
贅
沢

品
に
思
え
て
、
手
が
出
ま
せ
ん
。
私
は

テ
レ
ビ
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
ラ
ジ
オ

も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
派
で
す
が
、
そ
れ

す
ら
有
効
利
用
で
き
て
い
る
か
ど
う
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
人
で
も
加
入

さ
せ
て
し
ま
う
魅
力
を
、
宣
伝
し
て
い

く
と
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
キ
ヤ
ノ
ン
の
懇
談
会
を
読
ん
で
、「
古

い
製
品
で
も
修
理
し
て
長
く
使
い
た
い
」

と
い
う
私
と
同
意
見
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
「
機
能
で
あ
る

サ
ー
ビ
ス
を
買
い
増
し
し
て
い
く
時
代

が
来
る
と
思
う
」
と
い
う
回
答
を
、
心

強
く
思
い
ま
し
た
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
の
普
及
な
ど
、
身
の
回
り
の
生

活
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
時
代
に
つ
い

て
い
け
る
よ
う
、
新
製
品
に
好
奇
心
を

持
っ
て
い
た
い
が
、
次
々
と
取
り
替
え

「
企
業
と
生
活
者
懇
談
会
」
に

つ
い
て

る
の
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
の
物
を
大
切

に
使
う
気
持
ち
も
忘
れ
た
く
な
い
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
林
原
が
社
会
貢
献
に
つ
い
て
、「
会
社

の
本
業
そ
の
も
の
の
ひ
と
つ
と
位
置
付

け
て
い
る
」
と
の
記
述
が
あ
っ
た
。
不

況
下
で
も
こ
の
立
場
を
続
け
て
ほ
し
い

し
、
い
つ
の
間
に
か
「
メ
セ
ナ
」
と
い

う
言
葉
が
ど
こ
か
へ
行
っ
た
企
業
に
、

も
う
一
度
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

（
40
歳
代
・
男
性
）

●
キ
ヤ
ノ
ン
の
終
身
雇
用
制
と
昇
進
試

験
制
度
に
興
味
を
引
か
れ
ま
し
た
。
社

員
を
大
切
に
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
企
業
も
考
え
て
い
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
現
実
に
は
リ
ス
ト
ラ
、
そ
の

ほ
か
の
問
題
が
浮
上
し
て
大
変
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（

60
歳
代
・
女
性
）

●
三
大
都
市
圏
で
始
ま
る
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
つ
い
て
の
説
明
に
関
心
を
持
っ
た
。

地
上
波
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
地
方
へ
の
波

及
・
普
及
を
促
進
し
て
ほ
し
い
。

（
70
歳
代
・
女
性
）

●
い
つ
も
幅
広
い
世
代
の
方
々
の
考
え

方
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
読
ん

で
い
て
も
楽
し
く
、
勉
強
に
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
企
業
の
方
々
に
意
見
を
反
映
し
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
企
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
で
き
る

限
り
正
確
か
つ
生
き
た
言
葉
で
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
載
せ
て
も
ら
い
た
い
。
告

発
・
噂
も
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
は
起

き
な
い
の
が
現
実
。

（
30
歳
代
・
男
性
）

●
企
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
活
用
に
は
ほ

ど
遠
い
の
が
私
の
実
情
で
す
。
会
員
の

方
は
皆
さ
ん
、
活
用
さ
れ
て
い
る
ご
様

子
で
、
刺
激
に
な
り
ま
す
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
小
さ
な
子
供
か
ら
70
歳
代
ま
で
、
年

齢
を
問
わ
ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及

し
て
い
る
の
に
、
時
代
に
取
り
残
さ
れ

た
感
も
あ
る
が
、
新
聞
を
よ
く
読
み
、

街
に
出
か
け
、
目
と
耳
で
情
報
を
キ
ャ

ッ
チ
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

（
70
歳
代
・
女
性
）

「
ご
意
見
・
ご
感
想
」
に
つ
い
て



●
今
回
か
ら
会
員
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
社
宅
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
あ
ま
り

ご
近
所
付
き
合
い
が
な
い
の
で
、
同
世

代
や
親
の
年
代
の
方
々
が
普
段
ど
う
思

っ
て
い
る
の
か
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信

を
読
み
な
が
ら
、
同
感
と
思
っ
た
り
、

こ
う
い
っ
た
見
方
も
あ
る
の
か
と
感
心

す
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
会
に
、
こ
れ
か
ら
も
、
た
だ
な
ん

と
な
く
過
ご
す
の
で
は
な
く
、
情
報
を

得
て
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
今
回
の
教
育
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な

ど
、
文
部
科
学
省
や
マ
ス
コ
ミ
な
ど
へ

の
広
報
は
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る

の
で
し
た
ら
、
や
る
意
味
が
薄
い
と
考

え
ま
す
。

（
30
歳
代
・
女
性
）

●
「
企
業
と
生
活
者
懇
談
会
」
を
読
む

た
び
に
、
参
加
し
て
み
た
い
と
思
う
が
、

平
日
開
催
の
た
め
難
し
い
。
企
業
相
手

で
あ
る
か
ら
、
土
日
は
開
催
が
困
難
な

こ
と
は
わ
か
る
が
…
…
。

（
40
歳
代
・
男
性
）

●
清
水
建
設
の
社
員
と
し
て
、
先
般
の

治
水
工
事
現
場
見
学
会
で
は
多
く
の
市

民
の
方
に
見
学
い
た
だ
き
、
ま
た
ご
意

見
を
い
た
だ
き
嬉
し
か
っ
た
。
こ
う
い

う
形
で
、
企
業
も
そ
の
活
動
を
よ
り
多

く
の
市
民
に
公
開
し
、
共
有
化
す
る
こ

と
は
、
企
業
に
と
っ
て
も
大
変
重
要
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
40
歳
代
・
女
性
）

●
業
界
や
企
業
に
安
定
成
長
は
な
く
、

浮
き
沈
み
が
当
た
り
前
の
時
代
に
な
っ

た
今
、
社
会
広
聴
活
動
の
意
義
は
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。「
陽
」

と
「
陰
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
活
動

を
期
待
し
ま
す
。

（
50
歳
代
・
男
性
）

●
「
企
業
と
生
活
者
懇
談
会
」
は
、
だ

い
た
い
大
企
業
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す

が
、
中
小
企
業
を
訪
問
す
る
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

（
60
歳
代
・
女
性
）
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立田　邦夫
今回号で紹介した企業と生活者懇談会（通称：生活懇）で訪問した「森ビル」と「西日本オートリサイクル」は、とも
に今最も注目されています。昨年4月にオープンして以来、既に3500万人もの人が訪れた「六本木ヒルズ」（森ビル）。
自動車の生産ラインをヒントに、逆転の発想で｢解体ライン｣を造った西日本オート。現場を見て、自由な意見交換をす
る生活懇は、企業と生活者の文字通りの「アゴラ」（広場）を目指しています。今後ともご支援を！

山田　俊彦
今回のアンケートは毎年恒例の「企業観アンケート」でした。結果をご覧になっていかがでしたでしょうか。日経の森
さんのインタビューに、企業は厳しい消費者を育てるためにも情報公開が必要だとありました。まさしくこの点が今後
の課題なのでしょう。企業と生活者の双方が切磋琢磨してより良い関係でいられる、そんな社会が実現することを望ん
でいます。

岡本　清美
いつも社会広聴活動にご協力を賜り、誠にありがとうございます。今回の『ネットワーク通信』はいかがでしたでしょ
うか。これからも、皆さまの「生の声」を『ネットワーク通信』を通じて発信していきたいと思っております。忌憚の
ないご意見・ご感想をお待ちしております。

田中　明子
水と安全は「タダ」が常識だった日本も、ミネラルウォーターの消費量が、ここ数年かなり右肩上がりとなっています。
これは日本だけの現象ではありません。リットルあたりの単価が石油より高いミネラルウォーター市場に、鉱泉ハンタ
ーと呼ばれる人たちが、源泉を求めて世界各地を飛び回っているそうです。

事 務 局 便 り

「
社
会
広
聴
活
動
」
に
対
す
る

ご
意
見
・
ご
感
想

富田　亜由子
今回から『ネットワーク通信』の作成に加わることになりました。皆さまからのご意見・ご感想を読み、改めて真剣に
広聴活動に取り組もうと思いました。これから会員の皆さまと一緒に、企業と生活者との関係を考えていきたいと思っ
ています。

経済広報センターからのお知らせ経済広報センターからのお知らせ

●パンフレット「STOP THE 温暖化　地球温暖化問題は、
私たち一人ひとりの課題です。」を刊行しました。

地球温暖化問題に対する産業界の考えをまとめたパンフレットを刊行しました。

地球温暖化は私たちが直面する最も重要な問題であり、地球規模で取り組まなけ

ればならない課題となっています。地球に住む一人ひとりが「省エネルギー」を

意識することが大事であり、産業界もその一員として温室効果ガスの削減等、

積極的な取り組みを続け、実績をあげていることを発信しています。

●「エコノミイ・ファイル」
（日本経済新聞に月２回連載中の意見広告より）
経済広報センターでは、月２回（第2、４火曜日）、日本経済新聞に経済界の考えをコンパクトにまとめた

「エコノミイ・ファイル」を掲載しています。時宜にあったテーマを社会に向けて発信していますので、ぜ

ひご覧下さい。

最近の記事より
■2004年年金改革について考える■（2004年1月20日掲載）
2004年は年金制度改革の年です。年金制度は、各世代の人口比に影響されるため、５年に１度見直される

人口推計と連動して改革されます。

昨年12月に、政府・与党の合意案が作られました。現在、年金制度改革の与党協議が再開されており、２

月に関連法案をとりまとめて、通常国会に提出される予定となっています。

ところが、これまでの議論は支払う保険料の引き上げや受取る給付水準の引き下げなど、年金「制度」の

維持にばかり着目されている感があります。年金制度に対する「不信」を取り除く抜本的な改革が抜け落ち

ているのです。

負担と受給の世代間格差や国民年金の未納対策だけでなく、年金と雇用の関係や国民負担率の問題も重要

です。ひいては、国際競争力低下ということも懸念されます。問題の先送りは、年金不信を一層高めてしま

います。私たち国民が将来への安心を手にするまで、徹底した議論が必要です。

■景気回復に的を絞った税制改正の実現を■（2003年9月30日掲載）
株価の上昇や企業の設備投資の拡大など、景気にはようやく前向きの指標が現れるようになりました。こ

れを実質的な回復軌道へとつなげていくために、来年度税制改正では、経済活性化に効果のある政策を重点

的に取りあげていく必要があります。

住宅税制の拡充などはそのひとつです。住宅投資は経済への波及効果が大きく、国民のニーズも極めて強

いものがありますが、現在実施中の住宅ローン減税は本年末で期限切れとなります。そこでまず、現行ロー

ン減税の延長を当然行なうべきです。さらに、ローンを組まず、自己資金で住宅を購入した場合についても、

減税の対象とすべきです。このような本格的な「住宅投資税制」を確立することが望まれます。

そして、企業投資の拡大や事業再生の促進、都市基盤の整備などを進めることが、景気回復には不可欠で

す。来年度の税制改正では、景気回復に的を絞って構築されるべきだと考えます。
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表紙のことば
「絆」－この断ちがたい結びつきの最小ユニットである「家族」がコアとなっ
て、地域社会を形成し、そして国家間の絆へと発展していくのがグローバ
ル社会である。しかし、昨今の夫婦・親子関係の歪や事件、地域社会の忌
まわしい出来事、さらには世界の各地で頻発する紛争を見聞きするにつけ、
絆のもろさも痛感する。今こそ絆の真の意義を考え、簡単に切れることの
ない、強い信頼の絆の結び方に世界の人々が知恵を出し、行動に移すこと
が必要な時期にきているのではないでしょうか。
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